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第6章　シナジェティック（協同的）言語学理論による学術漢語の分析

6．1．調査の概要

6．1．a，調査の概要

　『哲学字彙』〔lnouet－1881コの「学術漢語」が、ドイッで開発された言語理論「シナ

ジェティック言語学」に適合するかどうかを、「語の長さ」「語の古さ」「多義性」「使

用率」といった観点から調査した。まず要素を二つずつとりあげて、その関係を関数にし、

回帰分析を行なった。得られた回帰直線・曲線はt検定を用いて有意であるかどうかを検

証した。更に、得られた関数がシナジェティック言語学であげられている関数の型と一致

するかどうかを検証した。

図表では以下の略号を用いる。

一「語の長さ（拍）」　WL＝word　length

－「語の長さ（画数）」CComp＝character　complexity

－「語の古さ」　　　　WA＝word　age

－「多義性」　　　　　NM＝nu皿ber　of　meanings　which　a　word　has

－「使用率（雑誌）」　Frq（MG）＝word　frequency　in　magazines

－「使用率（新聞）」　Frq（NP）＝word　frequency三n　newspapers

6．1．b．シナジェティック言語学の概要

　シナジェティック言語学（Synergetic　LingUistics）は、ドイッ・トリア大学のケラー

教授が1986年に発表した学説［Koehler－1986，－1987，－1993］で、自然科学のシナジェテ
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イック理論（Synergetics）［Haken－1983］から着想したものである。理論の規範となった

自然科学のシナジェティック理論は、「たくさんの部分系」の「協同作用」である「自律

形成系を支配する法則」［Haken－1983］とそれを導く数学的手法について説明している。

一見、無秩序、不安定に見える物理・化学・生物学的現象の中から自己組織化する系を導

く理論で、社会学にも応用されている［Weidlidh／Haag－1983］。一方、ドイツを中心に研

究が進められているシナジェティック言語学は、特に言語内の自己調節能力（self－

regulation、　self－organisation）を計量的観点から、公式化した種々の言語法則で体系

化することをめざしている。

　言語の自己調節能力については、もともとサピァの「漂流（drift）」理論［Sapir－

1921］で触れられていたが、数理的な研究ではなかった。また、一方、言語の音韻や形態

素の変化を計量的にとらえる研究もあった。ジップの法期一「古い語ほどよく使われる」

「古い語ほど短い」［Zipf－1946］（注6．1．）やメンッェラートの法則一「より大きな要素

はより小さな部分から成る」［Menzerath－1928，－1954］（注6．2．）などの研究は、数式化

を伴っており言語変化を数理的に把握するものであろう。シナジェティック言語学は、ジ

ップやメンッェラートなどの数理的な研究を継承・包含しながら、単に数理的なだけでな

く、言語の表層や形態素の変化をその背後にある言語内の「要求」や「調節」といった考

え方を用いて、より大きな枠組みで公式化しているところに特徴があろう。そのため、数

理的な法則を求めながら同時に非常に柔軟性も高いと考えられる。

　シナジェティック言語学では「言語変化のプロセス（Process）」は「調節の要求（Re－

quire皿ent）」が「要素（Variable）」に働きかけるものとして位置づけられ、自己調節

を繰り返して言語にとって最適な値が導かれるとされている。

　三者の関係は以下のようにまとめられている。

Process Require皿ent Variable Direct五〇n

一　Phonolo9玉caI　　　　　　Min量皿isation　of　　　　　　　　　　Phone皿e　Nu皿ber

　　Unification　　　　　　　Encoding　Effort　（m童nE）

一Phonological　　　　　Minimisation　of　　　　　　　　Phone皿e　Nu皿ber　　　＋

　　Divers　ification　　　　Decording　Effort　（皿inD）
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一　Phonolog1cal

　　　Restriction

－Lexical五sation

－　Lexical

　　　Unification

一　Lexical

　　　Diversification

一　Lexical

　　　Reduct　ion

－　Spec　i　f董cation

一　GIobalisation

－　Centralisation

Security　of　Transmission　Word　Le㎎th

　　（Red）

Coding　（Cod）　　　　　　　　　　　　Lexicon　Size

Mini皿isat童on　of　　　　　　　　Polylexy

　　Encoding　Effort　（minE）

Invariance　of　the　　　　　　　　Synonymy

　　ExpressiOn－Meaning－

　　Relation　（IVC）

Minimisation　of　　　　　　　　Polylexy

　　Decording　Effort　（皿inD）

Flexibility　of　the　　　　　　　Synony皿y

　　Expression－Meaning－

　　Relation　（Var）

Mini皿isation　of　　　　　　　　　Lexicon　Size

　　Inventory　（皿inl）

Specification／　　　　　　　　　　Polylexy

　　Differentiation　（Spc）　　Word　Length

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Phrase　Length

Context　Economy　（CE）　　　　　PoIytexuality

Context　Specificity　（CS）　　Polytexuality
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一　APPlication

一　Shortening

ApPlication　（Usg） Frequency

Min三misation　of　　　　　　　　Word　Length

　Product亘on　Effort　（匝inP）

十

（Koehler，　R．「Syste皿s　theoretical　Iinguistics」　［Koehler－1987］　より）

　さらに「要素」は、他の「要素」や「調節の要求」を用いて以下のように関数で示され

ている。（＾はべき乗を、＊は乗算を示す。また、上記の略号にないV、Y1などは正の

係数を示しており、（－N）、（－Q1）などは負の係数を示す。）

一Lexion　Size　（LS）　　　＝　Cod＾V＊　PL＾（－L）

－　Phoneme　Number　（PN）　＝　皿inD＾Y1　＊　皿inE＾（－Y2）

－Word　Length　（L）　　　　＝LS＾A＊Red＾Z　＊PN＾（－P）　＊F＾（－N）

－Polylexy　（PL）　　　　　＝皿inE＾Q2＊min＾（－Q1）　＊　L＾（－T）

－　PolytextuaIity　（PT）　＝　CE＾S2　＊　CS＾（－S1）　＊　PL＾G

－　Frequency　（F）　　　　　　富　Usg＾R　＊　PT＾K

－　Synonymy　（S）　　　　　　　＝　Cod＾V　＊　PL＾M

－　Phrase　Length　（PhL）　罵　D　＊　PL＾K

　　　　　　　　（PhL）　竃　A　＊　L＾（－b）

（Koehler，　R．「Systems　theoretical　linguistics」　［Koehler－1987］　より）

　最適な状態が言語内の力によって導かれるという点では、アメリカで1993年に発表され

た「最適性理論（Optimality　Theory、以下OT）」［Pr三nce／S皿olensky－1993コ（注6．3．）と

似た点もあると思われる。OTの場合は、「特定の表層形が実現するのは、規則の体系が

その構造を派生するからではなく、その構造が、適格性を規定する制約によって最適（
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opt　i　Eta　1）とされるから」［Kubozono－1996a］であると考え、「制約」というものにより比

重を置いている。また、音韻を中心に、ある意味で現象別に個別の「制約」を設定するた

め、「諸制約はお互い独立したものか」［Kubozono－1998コなどといった疑問も生じている。

　シナジェティック言語学の場合は、表層の変化の背後には抽象的な「要求」があると考

え、それを取り入れて「要素」間の関係を数式化しようとしているが、細かな係数を算出

するよりは、より大きな言語自体の変化の方向性を示すものであるといえる。個別の用例

を説明するというよりは、多くの用例の数値で示された全体的な方向性を検討するのに向

いていると思われる。その点でこの理論は、よりマクロ的で柔軟な理論であるといえる。

　また、この理論はまだ発展しつつあり、ヨーmッパを中心に様々な言語で検証が行なわ

れているが、まだ日本語による本格的な検証はなされていない。この章では、日本語の用

例、特に「学術漢語」の用例を用いて理論の検証を行なう。

6．2．調査の対象

6．2．a．語の長さ（拍）

音韻の観点から、拍（モーラ）の数を「語の長さ（拍）」と定義した。

以下に数え方の例を示す。

　「意識」という語は「い一し一き」と数え、3拍とした。

　「逆説」という語は拗音を含むが、「ぎゃ一く一せ一つ」と数え、4拍とした。

　「教育」という語は長音を含むが、長音も1拍と考えて「きょ一う一い一く」と数え、4

拍とした。

　「権利」という語は援音を含むが、援音も1拍と考えて「け一ん一り」と数え、3拍とし

た。

　「結局」という語は促音を含むが、促音も1拍と考えて「け一っ一きょ一く」と数え、4

拍とした。
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　哲学字彙の「学術漢語」1，847語における「語の長さ（拍）」の分布は［図6・1・語の長

さ（拍）の分布］に示した。4拍の場合が962語と最も多いが、これは漢字1字の音は通

常多くは2拍、時に1拍であり、漢語の最小単位（短単位）は多くは2字、時に1字なの

で、結果として4拍の場合が最も多くなる。5拍以上は、複合語の漢語のうち分割位置が

はっきりしないものをそのまま残したことによる。

6．2．b．語の長さ（画数）

　視覚的な観点から、漢語を構成する漢字の画数を合計したものを「語の長さ（画数）」

と定義した。字体は現在一般に通用しているものを使用した。哲学字彙の「学術漢語」

1，847語における「語の長さ（画数）」の分布は［図6．2．語の長さ（画数）の分布］に示

した。画数は5画ずつのランクに区切ってある。16画から20画のランクが最も多い611語

となっている。

6．2．c。語の古さ

　「語の古さ」を示す数値として、『日本国語大辞典』［Nihon－1972］にあげられている

日本の文献で、最も古い用例の文献の成立年代を目安にした。複数の意味とそれぞれに用

例があげられている場合も語形の出現という観点から、意味の分類にかかわらず最も古い

文献を目安にした。また、用例に文献が示されている場合、その文献の成立年代は『日本

国語大辞典』の「別冊　主要出典一覧」を参照したが、そこで明らかでない場合は『古語

大辞典』［Kogo－1983］の主要出典一覧、『国書総目録』［Kokusho－1965］、『古典籍総合目

録一国書総目録続編』［Kotenseki－1990］、　『日本古典文学大辞典』［Nihonkoten－1983］、

r日本漢文学大事典』［Kondo－1985］を参照した。この成立年代は、以下関数で使用する

ので西暦年を使用した。また、「およそのことしかわからない」［Nihon－1972］ので「0

0世紀（前・中・後・終）」とされている場合は、およその目安としてその世紀の一20年、
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一50年、－80年、DO年として計算した。例えば「11世紀初」とあれば「1020年」としたと

いうことである。また、複数年にわたるものは最初の年を採用した。『日本国語大辞典』

の最も古い用例が1881年に出版された『哲学字彙』より新しい場合は、1881年を成立年代

とした。このようにして求めた、『哲学字彙』の「学術漢語」の見出し語1，847語のおよ

その出現年代とその用例があげられている文献名を［表6．3．初出例の年代と文献］にま

とめた。1，555語が『日本国語大辞典』の見出し語と一致した。世紀別の語数の分布を

［図6，4．語の古さの分布］にまとめた。

　r哲学字彙』の「学術漢語」について、　『日本国語大辞典』［Nihon－1972］で初出文献

のおよその成立年代を調べた結果、世紀によってかなりばらっきがみられたので、7世紀

から19世紀をいくつかのグループに分けることを検討した。これは、以下で回帰分析を行

なう際に、データを一括して一つの関数にまとめるのではなく、より関数への適合をよく

するためにデータをいくつかのグループに分け、それぞれに別の関数をあてはめるという

ことである。

　連続したデータの中から、X＾2（カイニ乗）検定を用いて非連続な箇所を探しだす手法

を用いた。これは、Lancaster［Lancaster－1949］によって示された手法で、　Bortz

［Bortz－1990］、及びCochran［Cochran－1954］の「Detecting　the　point　at　which　a

change　in　level　occurs」という章で紹介されている。培養したバクテリアの増殖の仕方

が例題として出されていて、バクテリァが急激に増殖する時がいつかをX＾2（カイニ乗）

検定を使って探している。r日目のバクテリアの数をxrとする。例えば1日目はx1、

2日目はx2となる。この時、それぞれの日のバクテリァの数からX＾2統計量を次のよ

うに求める。（Av（x）はバクテリァの数の平均を示す）

1日目　X＾2（1）＝（（x1　　　　－1＊x2）＾2）／1＊2＊Av（x）

2日目　X＾2（2）＝　（（x1＋x2－2＊x3）＾2）／2＊3＊Av（x）

r日目　X’2（r）＝（（x1十x2十＿．十xr－r＊x（r＋1））＾2）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／r＊（r＋1）＊Av（x）

このようにして得られたX＾2統計量を、例えば有意水準5％に対応する自由度1の時
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のX＾2分布のパーセント点3．84と比較し、X＾2統計量の方が大きい値であれば、帰無

仮説を棄却して、r日目と（r＋1）日目のデータの間に「飛躍」があると考える。

　r哲学字彙』の「学術漢語」のうち、　r日本国語大辞典』⊂Nihon－1972］に見出し語が

出ていた1，555語の初出文献のおよその成立年代は、世紀別に以下のようになる。ここで

7世紀から順に何番目のデータかを示す番号をつけ、これをrとする。

century　7　8910

　r　　　　1　2　3　4

vords　　　41　157　101　　59

11

5

86

12　　13　　14　　15　　16　　17　　18　　19

6 78 910111213
80　　67　　74　　62　　17　　68　　81　680

　このデータについて、上記のCochran［Cochran－1954］の手法に従って、　X＾2統計量

を計算した。以下に結果を示す。検定の結果が「有意」であるものには「＊」をつけ、「

有意でない」ものには「N。S．（＝Not　Significant）」という符号をつけた。

X＾2　（r　・1）　＝　56．247　＞　3．84

X＾2　（r＝2）　＝　　0．022　＜　3．84

X＾2　（r＝3）　雪　10．369　＞　3．84

X＾2　（r＝4）　皐　　3．092　＜　3．84

X＾2　（r零5）　掌　　0。188　＜　3．84

X＾2　（r軍6）　蹴　　2．153　＜3．84

X＾2　（r＝7）　＝　　0．452　＜　3．84

X＾2（r＝8）　＝　2．647＜3．84

X＾2　（r＝9）　＝　28．716　＞　3．84

X＾2（r＝10）　＝　0．161＜3，84

X＾2　（r＝11）　＝　　0．596　＜　3．84

X＾2（r＝12）・・2844．126＞3．84＊

Average　o　f　words　＝　1，555　／　13　＝　119．615
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計算例　7世紀（1つ目のデータ）と8世紀（2つ目のデータ）の場合

X＾2（1）＝　（（41－1＊157）“2）／1＊2＊119．615＝56．247

　「r＝1」の時のX＾2（カイニ乗）統計量の値は、正確にはr＝1（7世紀）とr・・2（8世

紀）の間を指す。従って「＊」をつけた箇所、7世紀と8世紀の問、9世紀と10世紀の問、

15世紀と16世紀の間、18世紀と19世紀の問にへだたりがあることになり、データは全部で

5つのグループに分けられる。

century　7

　r　　　　l

words　　41

　8　9

　2　3

157101

10　　11　　12　　13　　14　　15

4　5　6　7　8　9

59　　68　　80　　67　　74　　62

16　17　18

10　11　12

17　68　81

19

13

680

　しかし、7世紀と19世紀はそれぞれ単独で「1グループ」としては時系列的な変遷はみ

られないので、おのおの後と前のグループに組み入れることにした。従ってデータは、

　（a）7世紀から9世紀

　（b）10世紀から15世紀

　（c）16世紀から19世紀

の3つのグループに分けることになった。後の項では、「語の古さ」についてはデータ全

部を扱った「全体」と共に上記3っのグループに分けたものについても調査する。

6．2．d．多義性

「多義性」の指標にっいては、r三省堂国語辞典第4版』［Sanseido－1992］を参照し、
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そこに挙げられている意味の項目数を上位・下位の別にかかわりなくすべて数えた。『哲

学字彙』の「学術漢語」1，847語のうち、1，555語がこの辞典の見出し語としてあげられて

いた。これらの見出し語の意味の数については［図6．4．意味の数の分布］に示した。一

っの見出し語に一つの意味、という組み合わせが、757語と最も多い。

6．2．e．雑誌における使用率

　語の「使用率」として、現代雑誌90種の使用度数を調査した国立国語研究所の『現代雑

誌九十種の用語用字』［Kokken－1962a，1962b］の結果を使用した。この調査は、「評論・

芸文」「庶民」「実用・通俗科学」「生活・婦人」「娯楽・趣味」の5分野にわたる90種

類の雑誌の、1956年に出版されたものから1／227の比率で語彙を抽出して調査したもので

ある。異なり語数は30，331語、延べ語数は411，972語で、この数字は助詞・助動詞、記

号、アルファベット、固有名詞は含んでいない。語の単位は国立国語研究所の「短単位」

が使用されている。語彙表には度数7以上の語が掲載されているので、今回はこの範囲で

調査を行なった。度数を延べ語数で除して使用率に換算した。哲学字彙の「学術漢語」と

は412語が一致した。これらの語の使用率別の分布を［図6．5．雑誌における使用率の分

布］に示した。使用率が0．1パーミル（パーミル＝1／1，000）以上の場合は0．1パーミル

きざみで、使用率が0．1パーミル以下の場合は0．01パーミルきざみで、各ランクに属す

る語数を示した。

6．2．f．新聞における使用率

　もうひとつの使用率の指標として、新聞の語彙の使用率を調査した『電子計算機による

新聞の語彙調査』［Kokken－1970，1971］を使用した。この調査の標本は1966年に発行され

た全国紙3紙で、抽出比率は1／180である。異なり語数は29，822語、延べ語数は431，186

語で・これらは助詞・助動詞、記号、アルファベット、固有名詞は含んでいない。語の単
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位は国立国語研究所の「短単位」が使用されている。語彙表には度数5以上の語が掲載さ

れているので、今回はこの範囲で調査を行なった。度数を延べ語数で除して使用率に換算

した。哲学字彙の「学術漢語」とは427語が一致した。これらの語の使用率別の分布を

［図6．6．新聞における使用率の分布］に示した。雑誌の場合と同様に、使用率が0．1パー

ミル（パーミル＝1／1，000）以上の場合は0．1パーミルきざみで、使用率が0．1パーミル

以下の場合は0．01パーミルきざみで、各ランクに属する語数を示した。

6．3．各要素間の関係と回帰分析

前項で述べた項目を組み合わせて、以下の12の関係について回帰分析を行なった。

「語の長さ（拍）」と「多義性」

「語の長さ（画数）」と「多義性」

「語の古さ」と「語の長さ（拍）」

「語の古さ」と「多義性」

「語の長さ（拍）」と「雑誌における使用率」

「語の長さ（拍）」と「新聞における使用率」

「語の長さ（画数）」と「雑誌における使用率」

「語の長さ（画数）」と「新聞における使用率」

「語の古さ」と「雑誌における使用率」

「語の古さ」と「新聞における使用率」

「多義性」と「雑誌における使用率」

「多義性」と「新聞における使用率」

　それぞれの関係にっいては、散布図と回帰直線ないしは回帰曲線を作成した。［図6．9．］

から［図6・20・］に示し、以下にその特徴をあげる。回帰曲線は「べき乗（involution）」、

「対数（10gar　i　t㎞）」、「指数（exponent）」の3通りについて調べたが、図に示した

のは・直線を含む4通りの関数のうち、一番データに適合したものである。また回帰曲線
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の関数はxとyを対数変換してx’とytに置き換えることで、関数を直線に変換するこ

とができる。曲線を直線の式に変換すると、変数xの係数（y＝ax＋bのaの値）をT

検定にかけて式の妥当性を検査できるようになるので、そのための操作である。このよう

にT検定で、得られた回帰直線・曲線が95％水準で「有意」であるかどうかを調べた。回

帰直線・曲線の関数と、その直線への変換方法は次に示す通りである。

回帰直線：y；ax＋b

回帰曲線：

　（タイプ） （関数） （xとyの変換） （関数の変換）

一　InvoIution　　　y＝ax＾b y’＝Ln（y），　x’＝＝Ln（x）　　　y’＝bLn（x）＋Ln（a）

一Logar　i　t㎞　　y＝aLn（x）＋b　　x’＝Ln（x） y＝ax’＋b

一　Exponent y＝a＊e＾（bx） y　’　＝＝Ln（y） y’＝bx＋Ln（a）

一　Logistic y＝（e＾（ax＋b））／（1＋e＾（ax＋b））

　　　　　　　y’＝Ln（y／1－y）

y’＝ax＋b

（＊は乗算、＾はべき乗、eは自然対数、Lnはeを底とする対数を示す）

　また、T検定のほかにそれぞれの回帰直線・曲線の「決定係数（R＾2）」も算出した。

「決定係数（R＾2）」は回帰直線・曲線のデータへのあてはまりの度合いの指標で、0か

ら1の範囲の値をとる。1に近いほどあてはまりがよいとされている。

12のグループの回帰直線・曲線のT検定の結果と決定係数（R＾2）の値を［表6．8．各

グループの回帰直線・回帰曲線と係数についてのT検定の結果及び決定係数〕に示す。
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「語の長さ（拍）」と「多義性」

　データの散布図と回帰曲線（対数）のグラフを［図6．9．語の長さ（拍）と多義性］に

示す。回帰直線のxの係数は一〇．2072で、これは検定の結果「有意」であった。この直

線の決定係数（R＾2）は0．0241であったが、対数関数による回帰曲線の方が決定係数（

R＾2）が0．0311とわずかによく適合した。対数関数の場合も係数の検定結果は「有意」

であった。xの係数は負であるので、「長い語（拍）ほど意味の数は少ない」傾向にある

ことがわかる。

「語の長さ（画数）」と「多義性」

　データの散布図と回帰曲線（対数）のグラフを［図6．10．語の長さ（画数）と多義性］

に示す。回帰直線も検定結果は「有意」であったが、頬数関数の方がデータへの適合がよ

く、検定結果も「有意」であった。xの係数は負であるので、「語の画数の総計が多いほ

ど意味の数は少ない」傾向にあることがわかる。

「語の古さ」と「語の長さ（拍）」

　データの散布図と回帰直線のグラフを［図6．11．語の古さと語の長さ（拍）］に示す。

他の3つの曲線に比して直線の関数の方がデータに適合した。xの係数はわずかに正であ

るので、「新しい語ほど語の長さ（拍）が長い」傾向にあることがわかる。

　「語の古さ」の要素を、前述したように（a）7世紀から9世紀、（b）10世紀から15

世紀、（c）16世紀から19世紀、の3つのグループに分け、それぞれのグルー．一プについて

も回帰直線と3っの回帰曲線の計4っの関数の適合を試みた。3つのグループのうち、「

7世紀から9世紀」はどの関数も決定係数（R＾2）が「全体」の場合より大きく、あては

まりがよかった。また「16世紀から19世紀」のグループも関数の検定結果は「有意」であ

ったが、「10世紀から15世紀」のグループだけは4つの関数がいずれも「有意」でなく、

どのタイプの関数もあてはまらないデータ分布であった。「全体」の回帰曲線への適合が
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それほどよくないのは、「10世紀から15世紀」のデータ分布に原因があると考えられる。

「語の古さ」と「多義性」

　データの散布図と回帰曲線（対数）のグラフを［図6．12．語の古さと多義性コに示す。

直線も検定結果は「有意」であったが、対数関数の方がデータへの適合がよく、検定結果

も「有意」であった。xの係数は負であるので、「新しい語ほど意味の数が少ない」傾向

にあることがわかる。

　「語の古さ」の要素を、上記と同様に（a）7世紀から9世紀、（b）10世紀から15世

紀、（c）16世紀から19世紀、の3つのグループに分け、それぞれのグループについても

回帰直線と3つの回帰曲線の計4つの関数の適合を試みた。3つのグループのうち、「10

世紀から15世紀」はどの関数も「有意」となり、逆に「16世紀から19世紀」のグループは

関数の検定結果が「有意」とならなかった。「7世紀から9世紀」の場合は4つの関数の

うち直線と対数関数は「有意」になった。この項目の場合は「16世紀から19世紀」のグル

ープのデータ分布が「全体」の回帰曲線への適合をさまたげていると考えられる。

「語の長さ（拍）」と「雑誌における使用率」

　データの散布図と回帰曲線（べき乗）のグラフを［図6．13．語の長さ（拍）と雑誌にお

ける使用率］に示す。直線も検定結果は「有意」であったが、べき乗関数の方がデータへ

の適合がよく、検定結果も「有意」であった。xの係数は負であるので、「長い語（拍）

ほど雑誌における使用率が低い」傾向にあることがわかる。

「語の長さ（拍）」と「新聞における使用率」

データの散布図と回帰曲線（対数）のグラフを［図6．14．語の長さ（拍）と新聞におけ

る使用率］に示す。直線も検定結果は「有意」であったが、対数関数の方がデータへの適
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合がよく、検定結果も「有意」であった。xの係数は負であるので、「長い語（拍）ほど

新聞における使用率が低い」傾向にあり、雑誌の場合と似ていることがわかる。

「語の長さ（画数）」と「雑誌における使用率」

　データの散布図と回帰曲線（対数）のグラフを［図6．15．語の長さ（画数）と雑誌にお

ける使用率］に示す。直線も検定結果は「有意」であったが、対数関数の方がデータへの

適合がよく、検定結果も「有意」であった。xの係数は負であるので、「語の画数の総計

が多いほど雑誌における使用率が低い」傾向にあることがわかる。

「語の長さ（画数）」と「新聞における使用率」

　データの散布図と回帰曲線（対数）のグラフを［図6．16．語の長さ（画数）と新聞にお

ける使用率］に示す。直線も検定結果は「有意」であったが、対数関数の方がデータへの

適合がよく、検定結果も「有意」であった。xの係数は負であるので、「語の画数の総計

が多いほど新聞における使用率が低い」傾向にあることがわかる。曲線は凹型であるがそ

れも20画から25画あたりまでで、25画以上はほぼ直線で一定になっている。

「語の古さ」と「雑誌における使用率」

　データの散布図と回帰直線のグラフを［図6．17．語の古さと雑誌における使用率］に示

す。直線を含む4種類の関数は検定の結果いずれも「有意」にはならなかった。

　「語の古さ」の要素を、上記と同様に（a）7世紀から9世紀、（b）10世紀から15世

紀、（c）16世紀から19世紀、の3つのグループに分け、それぞれのグループについても

回帰直線と3っの回帰曲線の計4つの関数の適合を試みたが、3つのグループはいずれも

4つの関数すべてにおいて検定結果が「有意」にならなかった。
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「語の古さ」と「新聞における使用率」

　データの散布図と回帰直線のグラフを［図6．18．語の古さと新聞における使用率］に示

す。直線を含む4種類の関数は、雑誌の場合と同じく検定の結果いずれも「有意」にはな

らなかった。

　またr語の古さ」の要素を、「雑誌における使用率」と同様に（a）7世紀から9世紀、

（b）10世紀から15世紀、（c）16世紀から19世紀、の3つのグループに分け、それぞれ

のグループについても回帰直線と3つの回帰曲線の計4つの関数の適合を試みたが、3つ

のグループはいずれも4つの関数すべてにおいて検定結果が「有意」にならなかった。

　宮島達夫氏の論文「単語の使用度数と長さ・古さ」［Miyaji皿a－1990］では、徒然草の語

彙を分析し、「単語の古い層ほど、度数がたかく、長さがみじかいことは、あきらかであ

る。」と述べている。宮島氏の調査の場合は異なり語数の69％、延べ語数の87％が和語で

あって、今回の調査は漢語のみを対象にしているという点が結果の違いの原因ではないか

と考えられる。今回の「語の古さ」は日本の文献の初出例をよりどころとしたが、漢語は

多くは元々中国の言葉であって、日本の文献に現れる以前に、中国から持ち込まれた文書

や仏典、書物などで日本人が既に知っていたことや、仏教や中国文化の影響を受けた時期

や影響の多少が均一でないこと、などが和語と比べて漢語の「古さ」を定義することを複

雑にしていると考えられる。

「多義性」と「雑誌における使用率」

　データの散布図と回帰直線のグラフを［図6．19．多義性と雑誌における使用率コに示す。

他の3っの曲線に比して直線の関数の方がデータに適合した。xの係数は正であるので、

「意味の数が多いほど雑誌における使用率が高い」傾向にあることがわかる。

「多義性」と「新聞における使用率」
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　データの散布図と回帰直線のグラフを⊂図6．20．多義性と新聞における使用率］に示す。

他の3つの曲線に比して直線の関数の方がデータに適合した。xの係数は正であるので、

「意味の数が多いほど新聞における使用率が高い」傾向にあり、雑誌の場合と似ているこ

とがわかる。

6。4．シナジェティック（協同的）言語学理論の適用

　「語の長さ」「語の古さ」「多義性」「使用率」の4つの要素の関係を［図6．21．要素

間の関係］にまとめた。またそれぞれの関係を示した関数のタイプ（正・負）も示した。

上向きの三角（▲）は正の関数を、下向きの三角（▼）は負の関数を表わす。検定の結果、

関数が「有意」でなかったものは（×）とした。「語の長さ（拍）」と「語の長さ（画数

）」、　「雑誌における使用率」と「新聞における使用率」は基本的に同傾向を示している。

これら12の関数のタイプー一増加関数であるか減少関数であるか一一を、シナジェティッ

ク言語学で示されているタイプと比較し、以下に示した。

この調査で最もよく適合

した関数のタイプ

シナジェティック言語学

における関数のタイブ

a．WL－NM

b．　CCo盃P－NH

減少関数（凹型）

減少関数（凹型）

型
型
凹
凹

C．WA－WL 増加関数（凸型） 関数なし

d．WA－NH 減少関数（凹型） 関数なし

e．　WL－Frq（MG） 減少関数（凹型） 凹型
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f．肌一Frq（NP）　　　減少関数（凹型）　　　　　　　凹型

g．CCo叩一Frq（MG）　減少関数（凹型）　　　　　　　凹型

h．CComp－Frq（NP）　減少関数（凹型）　　　　　　　凹型

i．WA－Frq（MG）　　不成立　　　　　　　　　　　関数なし

j．WA－Frq（NP）　　不成立　　　　　　　　　　　関数なし

k．　NM－Frq（MG）

1．　NM－Frq（NP）

増加関数（凸型）

増加関数（凸型）

（略号）

WL＝語の長さ（拍）

CCo叩＝語の長さ（画数）

WA＝語の古さ

間接増加関数

間接増加関数

NM＝多義性

Frq（MG）＝雑誌における使用率

Frq（NP）＝新聞における使用率

「語の長さ（拍・画数）」と「多義性」

　「多義性」はシナジェティック言語学における「Polylexy」にあたると考えられる。シ

ナジェティック言語学では「Polylexy」は「Word　Length」の関数として次のように提示

されている。

PL冨　（田inE＾Q2）（皿inD＾－Q1）（WL＾－T）　　　　［KoehIer－1987〕

　この関数は「耽」のべき乗の係数が「－T」と、負になっているので、関数が描く曲線は

凹型の減少関数となる。今圓の学術漢語の調査でも「語の長さ（拍・画数）」と「多義性」

の関係で最もよく適合したのは凹型の減少関数であった。
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「語の古さ」と「語の長さ（拍）」

　「語の古さ」という要素については、シナジェティック言語学では触れられていないが、

宮島達夫氏の研究［Miyaj　ina－1990］では、徒然草の語彙を用いて「語の古さ」と「語の

長さ」についても調査しており、両者の関係は増加関数になるとされている。今回の調査

は漢語に限って行なったが、同様に増加関数（凸型）となった。

「語の古さ」と「多義性」

　「語の古さ」と「多義性」の関係についても、シナジェティック言語学では触れられて

いないが、今回の調査では両者の関係は減少関数（凹型）となった。多義性の通時的変化

にっいてはPolikarpov［Polikarpov－1993］が、一語の史的変遷としてある時期までは増

加傾向にあり、それを過ぎると減少傾向になると述べている（注6．4．）が、データによる

検証が示されていないので比較はできなかった。

「語の長さ（拍・画数）」と「雑誌・新聞における使用率」

　「語の長さ」と「使用率」の関係は、古くはジッブの法則一「古い語ほど短い」［Zipf

－1946］（注6．5．）に示されている。シナジェティック言語学では、両者の関係は次のよう

に示されている。

WL＝　（LS＾A）（Red＾Z）（PN＾・－P）（Frq＾－N）　　　［Koehler－1987］

　この関数は「Frq」のべき乗の係数が「－N」と、負になっているので、関数が描く曲線

は凹型の減少関数となる。今回の学術漢語の調査でも「語の長さ（拍・画数）」と「雑誌

・新聞における使用率」の関係で最もよく適合したのは凹型の減少関数であった。
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「語の古さ」と「雑誌・新聞における使用率」

　「語の古さ」と「使用率」の関係も、ジッブの法則一「古い語ほどよく使われる」

［zipf－1946］（注6．6．）に示されている。しかし、今回の調査では検定結果が「有意」で

あるような関数は成立しなかった。この結果は、前述のように調査対象の語種によるもの

ではないかと考えられる。宮島氏の古典語の調査［Miyaji皿a－1990］では「語の古さ」と

「使用率」の関係は成立している。

「多義性」と「雑誌・新聞における使用率」

　「多義性」と「使用率」の関係は、シナジェティック言語学では直接には示されていな

いが、「使用率」と「Polytextuality」、「Polytextuality」と「多義性（Polylexy）」、

というごつの関数によって間接的に示されている。

Frq＝（Usg＾R）（PT＾K）

PT＝（CE＾S2）（CS＾－S1）（PL＾G）　　　　（PT＝Polytextua1三ty）　　　［Koehler－1987］

　「Polytextuality」は「語の汎用性」とでもいうべき要素である。「使用率」は係数「

K」が正であることから「Polytextuality」の増加関数であって、さらに「Poly－

textua　l　i　ty」は係数「G」が正であることから「多義性」の増加関数である。そこで、上

段の式の「PT」に下段の式の右辺を代入して、全体を「Frq」と「PL」の関数と見徹すと

「Frq」は「PL」の増加関数であることがわかる。今回の調査でも「多義性」と「雑誌・

新聞の使用率」の関係で最もよく適合したのは増加関数（凸型）となった。

6．5．近代学術漢語の量的性格

12の要素間の結果を概観してみると「語の古さ」と「使用率」の関係だけが「有意」に
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ならなかった。また、「語の古さ」を（a）7世紀から9世紀、（b）10世紀から15世紀、

（c）16世紀から19世紀、という3っのグループに分けて分析した場合にも、「多義性」

や「語の長さ」との関係において一部に「有意」にならないデ・・一タ分布があった。学術漢

語では「古い語ほどよく使われる」とは必ずしもいえないし、「古い語ほど多義性が高い」

「古い語ほど短い」とは言い難い、ということになる。「語の長さ」については漢語はお

のずと制約がある。また、古くは多くの漢語が外来語であって、さらに大陸から幾度も中

国の文化の大きな影響を受けてきたことを考えると、新しい意味の獲得の仕方や逆に喪失

の仕方といったものが、和語とは大きく異なり多少とも人為的・政治的ではないかと考え

られる。このようにして獲得された意味は、類義語の中でも特定の標識一一文章語である

とか新しい語感をもつとか一一が付加される可能性もあろう。このような漢語の性格が多

義性や、使用における語の選択に影響を与えているのではないかと思われる。

　「語の古さ」がかかわる4つの場合を除いた、残りの8つの関係はおおむねシナジェテ

ィック言語学に示された関数の型と一致し、日本語の近代学術漢語においても全体的な傾

向としてこの理論が示す関係は成立すると考えられる。

章末注

［注6．1．コ　”the　proportion　of　older　words　increases　with　the　frequency　while　that

　　　　　of　never　ones　decreases．”・”the　relatively　older　elements　are　the

　　　　　relatively　shorter．”　［Zipf－1946］

［注6．2．］筆者未見。ただし、この法則についてはいくつか解説および研究があり、例え

　　　　　1ま、　”a　sound　is　the　shorter　the　longer　the　who　le　in　wh　i　ch　it　occurs”・

　　　　　”the　more　sounds　in　a　syllable　the　s皿aller　its　relative　lengtb”　・”The

　　　　　relative　number　of　sounds　in　the　syllable　decreases　as　the　nunber　of

　　　　　syllables　in　the　vord　increases，　or　said　亘n　a　different　way：　the　more

　　　　　syllables　in　a　word　the　shorter（relatively）it　is”［Alt皿ann－1980］と

　　　　　ある。また、”The　greater　the　whole，　the　smaller　the　part”［Pruen－1994］
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ともある。

［注6．3．］　OTの文献は　「Opti皿ality　Theory：Constraint　Interaction　in　Generative

　　　　　　　Grammer」［Pr　ince／Smo　lensky－1993］が「バイブル」［Kubozono－1996］と呼

　　　　　　　　ばれているようであるが、インターネットのダウンロード不全のため、筆者未

　　　　　　　見。その他の文献として、［Kubozono－1996、－1998、－1999］や［Archangeli／

　　　　　　　Langendoen－1997］を参照した。

［注6．4．］　「The　combination　of　two　processes－increasingly　retarded

　　　　　　　acquisition　and　losses，　in　ti皿e，　of　previGusly　acqu三red　meanings　－－

　　　　　　　should　result　in　the　characterist三c　asy厨皿etric　belI－shaped　pattern　of

　　　　　　　poIysemanticity　size　development　for　a　typical　word　of　a　language．」

　　　　　　　［Polikarpov－1993］

［注6．5．］　注6．1．参照。

［注6．6．］　注6．1．参照。

参照文献

［AIt皿ann－1980］Alt皿am，　G。　「Prolego皿ena　to　Menzerath’s　Law」　（『G工otto皿etr　ika

　2（Quantitative　Li㎎uistics．　Vo1．3）』　1980年　StudienverIag　Dr．　N．　Broc㎞eyer

　（Bochum）pp．1－10所収）

［Archangeli／Langendoen－1997］Archa㎎e　l　i，　D．・　Langendoen，　D．T．　rOpti皿aiity

　Theory．㎞Overview』　1997年　Blackwe　11（Oxford）

［Bortz－1990］　Bortz，　J．・Lienert，　G．A．・　Boehnke，　K．　　『Verteilungsfre　ie

　Methoden　in　der　Biostatistik』　　　1990有三　　Springer－Verlag（Berlin）

［Cochran－1954］Cochran，　W．G．　「So珊e皿ethods　for　the　stre㎎thening　the　comon
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　X＾2tests」　（『Bio皿etrics　10』　1954年　pp．417－451所収）
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　年　東海大学出版会　第2版の邦訳）

［lnouet－1881］井上哲次郎　　r哲学字彙』（初版）　1980年　名著普及会　（1881年東京大

　学三学部刊の復刻）
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　Quantitative　Linguistics』　　1993年　　Kluver　Acade皿ic　（Dordrecht）　PP．41－52　　所
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［Kogo－1983］中田祝夫・和田利政・北原保雄　『古語大辞典』　1983年　小学館
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　語彙表一』　1962年　秀英出版
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第7章　各種基本語彙表における学術漢語の採用

7．1。調査の概要

　現代日本語の語彙の中核となる「基本語彙」に『哲学字彙』［lnouet－1881］の「学術

漢語」がどの程度採用されているかを調べた。日本語を母語とする児童を対象にした「教

育基本語彙」と、外国人の日本語学習者を対象にした「日本語教育ためのの基本語彙」と

いう二つの観点から調査を行なった。

7．2．教育基本語彙における学術漢語

　日本語を母語とする児童を対象にした「教育基本語彙」に、　「学術漢語」がどの程度採

用されているかを調査した。

　調査対象の「教育基本語彙」として『新教育基本語彙』［Sakamoto－1984］を使用した。

このr新教育基本語彙』は「小学校から中学校にかけての義務教育の9年間に、国語の単

語を、どのような範囲で、どのような順序で学習させるのがよいかの基準を示したもの」

［Saka皿oto－1984］とされている。小学校低学年・小学校高学年・申学校向けまで19，271

語を収録しており、以下のように計9つのレベルに分けられている。

　　対象

一小学校低学年（1～3年）

一小学校低学年（1～3年）

一小学校高学年（4～6年）

一小学校高学年（4～6年）

一小学校高学年（4～6年）

一中学校（1～3年）

レペル

　Al

　A2

　Bl

　B2

　B3

　C1

収録語数

　2，570

　1，730

　2，364

　1，979

　1，600

　2，444
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一中学校（1～3年）

一中学校（1～3年）

一中学校（1～3年）

C2　　　　2，344

C3　　　　2，139

C4　　　　2，101

　　（　『新教育基本語彙』　　［Sakamoto－1984］　より　）

　この「教育基本語彙」に近代初期の「学術漢語」がどの程度収録されているかを調べた

のが［表7．L　学術漢語と教育基本語彙の対照表］である。「学術漢語」1，847語のうち、

769語が採用されていた。これは「学術漢語」の約41．5％にあたる。レベル別の語数と、

各レベルの基本語彙における「学術漢語」の比率は以下のようになった。

一小学校低学年（1～3年）

一小学校低学年（1～3年）

一小学校高学年（4～6年）

一小学校高学年（4～6年）

一小学校高学年（4～6年）

一一 ?w校（1～3年）

一中学校（1～3年）

一中学校（1～3年）

一中学校（1～3年）

レベル

　Al

　A2

　Bl

　B2

　B3

　Cl

　C2

　C3

　C4

学術漢語の語数　基本語彙における比率

菊
1

3
7
¶
⊥
0
7
5
1
凸
6
0

2
3
1
2
0
ハ
り
ρ
◎

2
　
　
　
2
1
占

1．79％

0．06％

9．43％

1．87％

0．69％

9．00％

4．56％

2．85％

3．00％

　このように基本語彙にある「学術漢語」769語はレベルによる分布に偏りがみられ、そ

の占める割合は0．06％から9．43％と様々であって、レベルの高低による語数の増減もみら

れない。

　そこで、視点を変えて他の要素を導入してみることにした。「基本語彙」が日本語を母

語とする児童のためのものであるなら、漢語の場合、義務教育における漢字の配当学年と

の関わりが考えられる。また、漢字の学年への配当は画数も決定の一因であると考えられ

る。その漢字を使用した漢語の意味的重要度ももちろん配慮されようが、全体的には画数

の少ない字はより低い学年に配当される傾向が強いと考えられる。
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　教育基本語彙に採用された769語の「学術漢語」においても、そのレベルと画数に関係

が成立するかどうかを調べた。レベルA1からC4までを、関数で計量できるようにする

ため次のように置き換え、変数xとして扱った。

レベル

X

AI　A2　BI　B2　B3　CI　C2　C3　C4

　また、漢語を構成する漢字の（現在通用する字体の）画数の合計を変数yとした。この

2変数の関係をグラフにし、回帰直線を引いたものが［図7．2．阪本基本語彙　重要度レ

ベルと画数］である。この回帰直線はt検定の結果、95％水準で有意であり（有意水準5

％で帰無仮説を棄却）、この2変数には正の関係が成立すると認められた。語の総画数が

増加すると、語のレベルを示す数字が増えて語の配当学年があがる傾向にあるということ

になる。

　基本語彙は現代の語彙の中核をなすものと考えると、現代の使用率との関係も成り立つ

のではないかという予測から、この他に、語のレベル（x）と「雑誌九十種」での使用率

（y）［Kokken－1962a，－1962b］を調査した。この2変数と回帰直線は［図7．3．阪本基

本語彙　使用率と重要度レベルコにあげた。この関係もt検定の結果、95％水準で有意と

なり、負の関係が認められた。レベルを示す数字が小さく重要度が高いと、現代雑誌の使

用率も高いということになる。

　基本語彙に採用されている「学術漢語」の画数（x）と雑誌の使用率（y）についても

同様に調査した。この2変数の関係および回帰直線は［図7．4．阪本基本語彙　使用率と

画数］にあげた。しかし、この2変数の関係はt検定の結果、95％水準で有意でないとさ

れた。この回帰直線はわずかに負の関係をしめしているが、画数が少ないからといって使

用率があがるとはいえないということである。

以上の3つの関係を得られた回帰直線の式とともに以下にまとめた。

　X　　　y　　　回帰直線　　　　　決定係数　t統計量　パーセント点

一画数　　レベル　　y＝O．0584x＋4．136　0．0229　　4．184　＞1．647（n＝769）Sig．
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一レベル　使用率　y＝－0．0191x÷0．180　0．0836

一画数　　使用率　　y＝－O．OO17x＋0．134　0．0058

5．619　　＞1．649（n＝348）　Sig．

1．417　　＜1．649（n＝348）　N．S．

（対象となる語数はnで示した。自由度はn－2となる。パーセント点は95％水準での値であ

る。N．S．は「有意ではない」Sig．は「有意である」ことを示す）

7．3．日本語教育のための基本語彙における学術漢語

　外国人の日本語学習者を対象にした「日本語教育ためのの基本語彙」に、「学術漢語」

がどの程度採用されているかを調査した。

　調査対象の「日本語教育用基本語彙」として『日本語教育のための基本語彙調査』　［Ko

kken－1984］を使用した。この基本語彙は「留学生等外国入の日本語学習者が、専門領域

の研究または職業訓練に入る基礎としてはじめに学習すべき日本語の一般的・基本的な語

彙について妥当な標準を得る」ために「六千語を目安に」選定された。また、そのうち「

最も基本的で、はじめに学習しておくべき」語が「二千語を目安に」選定されている。正

確には前者は「基本語六千」として6，060語、後者は「基本語二千」として2，030語が語彙

表にあげられている。ここでは後者を「二千語レベル」、前者のうち後者を除く（6060－

2030＝）4，030語を「六千語レベル」と記述する。

　この二つのレベルの語に「学術漢語」がどれだけ採用されているかを調ぺたのが［表7．

5．学術漢語と日本語教育基本語彙の対照表］である。「学術漢語」1，847語のうち、383

語が採用されていた。これは「学術漢語」の約20。7％にあたる。レベル別の語数と、各レ

ベルの基本語彙における「学術漢語」の比率は以下のようになった。

　レベル　　学術漢語の語数　基本語彙における比率

一二千語　　　　145　　　　　　7．1％

一六千語　　　　238　　　　　　5．9％

一159一



第7章

「二千語レベル」のより基本度の高い語彙により多く採用されていることがわかる。

　この「日本語教育基本語彙」のデータを用いて、前節と同様に他の要素を入れて分析を

試みる。成人向けであるこの基本語彙の場合には、実際の社会生活で理解・使用すること

が求められているので、画数よりも社会の中での使用率の方がより関わりがあるかと思わ

れた。そこでレベルと雑誌使用率の関係について調査した。さらに前節との比較のために

「画数とレベル」「画数と使用率」についても調査した。語のレペルは関数で計量できる

ように、「二千語」を2、「六千語」を6として計算した。2・6という数字は恣意的に

決めたものであるが、全く独立した2標本と違って基本度の大小関係を表わしているとこ

ろに意味がある。独立した2標本の関係を調べる場合は「平均の差の検定」や「順位の中

央値の検定」などが考えられるが、ここではレベルを1変数として扱い、回帰分析を行な

った。

　三つの分析の結果は以下のようになった。

　x　　　　　y

一レベル　使用率

一画数　　レベル

ー画数　　使用率

回帰直線　　　　　決定係数

y＝－0．019x＋O．1985　　0．0796

y＝4．285x＋0．0108　0．0∞9

y＝－0．0027x＋0．165　　0．0125

t統計量　パーセント点

5．102　　＞1．650（n＝303）　Sig．

0．613　　＜1．649（n＝383）　N．S．

1．954　　＞1．650（n＝303＞　Sig．

（頬象となる語数はnで示した。自由度はn－2となる。パーセント点は95％水準での値で

ある。N．s．は「有意ではない」Sig．は「有意である」ことを示す）

　語のレベル（x）と「雑誌九十種」の使用率（y）の関係は負の関係であり、これはt

検定の結果95％水準で有意であると判定された（［図7．7．国研基本語彙　使用率と重要

度レベルコ）。語のレベルの重要度が高い（x＝＝2）方が使用率が高い関係にあるという

ことになる。

　画数（x）と語のレベル（y）の関係はわずかに正の関係になっているが、t検定の結

果は95％水準で有意とはいえない（［図7．6．国研基本語彙　重要度レベルと画数〕）。日

本語教育基本語彙の場合には、前節の教育基本語彙の場合と異なり、画数が多い方が「六

千語」レベルに割り当てられるとはいえないということになる。
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　画数（x）と「雑誌九十種」の使用率（y）の関係は負の関係があり、t検定の結果95

％水準で有意であると判定できた（図7．8．　国研基本語彙　使用率と画数）。日本語教育

基本語彙に採用された「学術漢語」は、画数が少ないと使用率が高い傾向がみとめられた。

7．4，現代語彙における学術漢語の基本度

　「教育基本語彙」と「日本語教育基本語彙」において採用された「学術漢語」の、重要

度レベル・画数・雑誌使用率の関係を調べた。その結果、この三つの要素はいずれの基本

語彙の場合も以下のような関係になると考えられた。

（＋）

画数一一一一一一一一一一一一〉使用率

　　　　　（一）

　矢印は「変数xから変数y」の関係を示す。このうち、「教育基本語彙」では「画数か

ら使用率」、「日本語教育基本語彙」では「画数からレベル」の関係がt検定で有意とな

らなかった。これは、「教育基本語彙」というものが児童への教育に主眼がおかれて、一

般の社会における使用率はあまり考慮する必要がないこと、「日本語教育基本語彙」の場

合は外国人留学生等が学ぶためには画数の多少よりも意味的なレベルが重要であること、

などが原因として考えられる。

　レベル・画数・使用率といった三つの要素について「教育基本語彙」と「日本語教育基

本語彙」は同傾向を示したが、「学術漢語」の採用の仕方に違いがあるかどうかを2x2

分割表を作成し、X＾2（カイニ乗）検定を使って分析した。2x2分割表の検定について

は等質性の検定、無相関（独立性）の検定などがあるが、ここでは「教育基本語彙」と「

日本語教育基本語彙」を2変数とし無相関検定を行なうので、帰無仮説は「2変数は独立
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しており無関係である」となる。

　「学術漢語」は1，847語あり、そのうち基本語彙に「存在する」ものを「o」、「存在

しない」ものを「x」として以下にまとめた。「阪本」は「教育基本語彙」、「国研」は

「日本語教育基本語彙」を示す。

（実数）

O
　
X

阪
本

0

361

22

国研

　x　　　計

408　　　769

1056　　　　　1078

計38314641847

（期待値）

　　　　　　　国研

　　　　　o　　　x　　　計

阪0　159．5　609．5　769

本x　223．5　854．51078

　計38314641847

X　”2＝｛（361－159．5）＾2／159．5｝＋｛（408－609．5）＾2／609。5｝

　　＋　｛（　22－223．5）＾2　／223．5｝　＋　｛（1056－854．5）＾2　／854．5｝　＝　555．90

　X＾2（カイニ乗）統計量は、555．90で、自由度1、有意水準5％に対応するX＾2分布

のパーセント点は3．84であるので、X’2＝　1555．901＞3．84より、有意水me　5％

で帰無仮説を棄却する。従って2変数「教育基本語彙」と「日本語教育基本語彙」に出現

した「学術漢語」の間には連関が認められ、両者の「学術漢語」の採用の仕方は独立では

ないといえる。これは両者が共に採用した語と共に採用しなかった語の割合が総語数に比

して多いことによる。

　レベル・画数・使用率といった三つの要素について「教育基本語彙」と「日本語教育基

本語彙」は同傾向を示したが、　「学術漢語」の採用の仕方についても両基本語彙は相関が

あるという結果になった。

　基本語彙はその社会や教育において中核をなす語であるが、それをいくつかのレベルに

分けた場合、レベルによっては、多いところでは7～9％を「学術漢語」が占めている。

これは、もともとは明治初期に西欧の学問に基づく抽象概念を導入するために用いられた
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「学術漢語」の一部が、これまでの約150年の間に、日本語を用いて社会生活に参加して

いく上で使用する語彙の一部として必要不可欠なまでに浸透したことを示していると考え

られる。

参照文献

［Inouet－1881］井上哲次郎　r哲学字彙』（初版）1980年　名著普及会　（1881年東京大

　学三学部刊の復刻）

［Kokken－1962a］国立国語研究所　　『現代雑誌九十種の用語用字第一分冊一総記および

　語彙表一』　1962年　秀英出版

［Kokken－1962b］国立国語研究所　r現代雑誌九十種の用語用字第三分冊一分析一』

　1962年　秀英出版

［Kokken－1984］国立国語研究所　『日本語教育のための基本語彙調査』　1984年　秀英出

　版

［Sakamoto－1984］阪本一郎　『新教育基本語彙』　1984年　学芸図書
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第8章　結論

8．1．分析結果のまとめ

　この論考では、明治初期に西欧の新しい概念を漢語の形で導入した学術用語を中心に、

その時代から現代までの変化、特に語の一般化や使用の盛衰を様々な辞書や語彙表を複合

的に、かつ計量的に調査することで全体的な傾向を分析した。

8．1．a．『哲学字彙』各版の比較

　この論考の主たる資料である『哲学字彙』［lnouet－1881］自体が版を重ねることで、

どのように訳語が変動したかを調査した。

　特に三版への改版では、先行研究で「新版に近い」と評されているが、これは多数の見

出し語の増補や、書名に「英独仏和」と冠したように英語以外の西欧語を積極的に扱って

いること、活字の縮小や版面の変更などが理由と考えられる。

　しかし、訳語という観点からみると初版に収録したものを、三版はかなり保持し続けて

おり、場合によっては、有賀長雄が大きく関与したという二版の訳語を削除する一方で、

二版で削られた初版の訳語を復活させている。また、（一部は見出し語の削除に伴って）

訳語の削除も行なわれているが、この他に字体・用字や字順を変更する、接尾語を追加・

削除するなど、極力初版の訳語を保ち、大幅な変更を避けようとした姿勢もうかがえた。

また、一部の訳語には、西周の造語からの影響も認められた。

8・1．b．外国語辞書の調査
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　1881年出版の『哲学字彙』に含まれる「学術漢語」が、どのように外国語辞書の見出し

語に採用されて、広く定着するにいたったかを調査した。この調査では『日葡辞書』（

1603－04年出版）からr研究社新和英大辞典1974年版』まで計14の外国語辞書を調査し

た。これらの辞書における「学術漢語」の消長の特徴は、（1）『哲学字彙』に採用され

る以前から辞書に採用されていた語は、比較的消えにくい。（2）f哲学字彙』で採用さ

れたあと『ヘボン三版』（1886年）や『高橋』（1888年）で新たに採用された語群の中に

は近年使われないものが出てきている。また、外国語辞書に採用されたが、比較的すぐ消

えてしまった語群もある。などの点である。

　各辞書の「学術漢語」の採用の仕方を類似度の観点からみると、『ヘボン再版』（1872

年）と『レーマン』（1877年）、『ヘボン三版』と『高橋』の間に高い数値がみられる。

これらは、rレーマン』の辞書がrヘボン』の辞書を参考にしていることや、高橋五郎が

ヘボンの辞書編集に協力していたことから、『高橋』の辞書における語の採用の仕方が、

ヘボンの辞書の流れを受け継いでいることを示すものではないかと考えられる。一方、『

ルマレシャル』（1904年）とr井上』（1909年）の間では類似度の数値はそれほど高くな

く、r井上』以後の辞書が、それまでの宣教師が編集した辞書群とはやや異なる流れであ

ることを示すものではないかとも考えられる。

　「学術漢語」の外国語辞書における一致語数は全体的に増加傾向にあり、特に『レーマ

ン』から『ヘボン三版』への急激な増加が特徴的である。

　Piotrovskiカーブを使った回帰分析では、外国語辞書における語の採用の増加の仕方が、

いわゆる「S字型カーブ」の一部分をなしていることがわかる。このカーブは単なるS字

型ではなく、さらに再び山を降りるようなカーブである。回帰曲線から、その増加の速度

が特に鈍くなってきた時期を推定すると、1905年ごろが外国語辞書への採用語数が落ち着

いてきた時期であると思われる。これは、資料では『ルマレシャル』と『井上』の間の時

期にあたる。『井上』以前でも1，000語前後の「学術漢語」が辞書に採用されているが、

資料全体を考慮すると、このあたりの時期が遅くとも採用語数をほぼ固定し始めた時期で

あると考えられる。

8・1。c．各種語彙表採録単語との短照
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　明治初期の「学術漢語」を雑誌・新聞・テレビといった現代メディアの語彙調査の結果

と対照させた。その結果、特に雑誌・新聞・テレビにおいて高い頻度で使用されている学

術漢語は比較的共通しており、最も高い使用率の階級にはそれほど多くはないものの、次

のランクの比較的高い使用率の階級を支えている。また、同じメディアにおいての使用で

あっても、テレビの画面と音声といった書き言葉と話し言葉への定着は若干異なっている。

『哲学字彙』で紹介された学術漢語は、出版当時は抽象性の高い専門用語として紹介され

たが、この調査結果から現代の抽象概念を表現する語として一般の生活に不可欠な、語彙

の中核に存在するものと考えられる。

　参考として、明治初期の大新聞「郵便報知新聞」における「学術漢語」の出現傾向と、

現代の「新聞」における出現傾向を比べたが、両者は連関性があるという結果が出ている。

　また、「学術漢語」の史的変遷を、1906年から1976年までの雑誌r中央公論』の語彙調

査の結果や森鴎外・夏目漱石・志賀直哉・芥川龍之介・太宰治の小説の語彙と対照させた。

　「中央公論」の場合は、20世紀に入ってからも「学術漢語」の一般化が進み、現在に至

っても使用され続けていると考えられる。また、構造的にはどの年度も非常な偏りがなく、

比較的似た分布になっている。しかし、その類似性は均一ではなく、標本の間の年差が小

さければ類似度が高く、年差がひらくほど類似度が低くなる。

　「小説」の場合は、「志賀」と「芥川」は「学術漢語」の採用の仕方に関して独自に使

用した語は少なく、5人の作家全体でも「学術漢語」は減少傾向がやや強い。類似度の分

析では「鴎外」と「漱石」には連関性がみらず、一方、「芥川」「志賀」「太宰jにおけ

る「学術漢語」の採用の仕方は他の2作家との組み合わせよりも似ている。鴎外と漱石は、

後の世代の作家に比べて特に漢学の素養があったと考えられ、これが世代的な差になって

いる可能性がある。この点は先の「学術漢語」の小説における「減少傾向」の原因でもあ

ろう。また、作家ごとの時系列的な累積異なり語数の増加の傾向をみていくと、「漱石」

はなめらかに増加していくが「鴎外」にはいくつか特徴的な時期があり、題材や作風、文

体の変化が現れていると考えられる。「芥川」と「太宰」も比較的なめらかな増加傾向を

示すが「志賀」の場合は作品規模に比して異なり語数が少ない文章が特徴である。

　「郵便報知新聞」（1877～1878年）の調査結果と一致した「学術漢語」の語数より、19

06年以降の「中央公論」における「学術漢語」の一致数が大幅に少ないことや、5作家の

うち「鴎外」「漱石」と残りの作家の使用語彙に世代差が感じられることから、当時の知
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識人たちの漢学的知識に支えられた1900年前後までが「学術漢語」のいわば「試用期」で

あり、知識層の人々に多種が使用されたが、その後は使用される語が限定されていく一一・一方

で広く一般に定着し、現代語彙の中核をなすに至ったのではないかと考えられる。

8．1．d．各種語彙表採録語彙との比較

　r哲学字彙』の「学術漢語」を、各種語彙表との比較結果：を用いていくつかのグループ

に分け、各グループの語彙の性格について考察した。　「学術漢語」の明治初期の大新聞の

語彙調査との比較結果と、現代の雑誌・新聞・テレビといったメディァの語彙調査との比

較結果を組み合わせ、グループ分けの指標とした。これは、100余年を隔てた2つの調査

結果を組み合わせることで、この間の「学術漢語」の使われ方の変化を大まかにとらえる

ためである。

　さらに、この明治初期と現代という2種類の調査の間を埋めるものとして1906年から19

76年の雑誌『中央公論』の語彙調査の結果、明治から昭和にかけての鴎外・漱石・志賀・

芥川・太宰の小説の語彙調査の結果を参照した。中央公論の語彙と小説の語彙が、これら

をはさむ明治初期の大新聞と現代の雑誌・新聞・テレビの調査結果のどちらとより強い相

関があるかを重回帰分析を使って分析することで、明治初期の語彙の様相と現代の語彙の

様相のどちらにより近いかをみることができる。明治初期にこれらの文献に現れた「学術

漢語」のうちの一部は使用されなくなり、また別な語は最初は小説などにはみられないが

より一般化することによって新たに文献に出現する。このような交替を統計的に解析する

ため重回帰分析を用いて、いっごろまで明治初期の語彙分布の影響があったものか、また

現代の語彙の様相はいっごろから出現し始めたものかを探った。

　明治初期の「学術漢語」のうち、現代国語辞典に採録され、広く一般に使われるように

なった語は、1920年代ごろまでに明治初期の使用の様相の影響が消え、現代の使用の様相

があらわれ始めたと考えられる。

8・1．e．シナジェティック言語学理論による分析結果
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　「語の長さ（拍）（画数）」「語の古さ」「多義性」「使用率（雑誌）（新聞）」とい

った「学術漢語」の語に関する要素の互いの関係を調査し、シナジェティック（協同的）

言語学理論で提示されている関数の型とどの程度合致するかを考察した。ドイツを中心に

研究が進められているシナジェティック言語学は、特に言語内の自己調節能力（self－

regulation、　self－organisation）を計量的観点から、公式化した種々の言語法則で体系

化することをめざしている。

　要素間の結果のうち、　「語の古さ」と「使用率」の関係だけが統計的に「有意」になら

なかった。また、「語の古さ」を（a）7世紀から9世紀、（b）10世紀から15世紀、（

c）16世紀から19世紀、という3っのグループに分けて分析した場合にも、「多義性」や

「語の長さ」との関係において一部に「有意」にならないデータ分布があった。学術漢語

では「古い語ほどよく使われる」とは必ずしもいえないし、「古い語ほど多義性が高い」

「古い語ほど短い」とは言い難い、ということになる。「語の長さ」については漢語はお

のずと制約がある。また、大陸から幾度も中国の文化の大きな影響を受けてきたことを考

えると、新しい意味の獲得の仕方や逆に喪失の仕方といったものが、和語とは大きく異な

り多少とも人為的・政治的ではないかと考えられる。このようにして獲得された意味は、

類義語の中でも特定の標識一一文章語であるとか新しい語感をもつとか一一が付加される

可能性もあろう。このような漢語の性格が多義性や、使用における語の選択に影響を与え

ているのではないかと思われる。

　「語の古さ」がかかわる4つの場合を除いた、残りの8つの関係はおおむねシナジェテ

ィック言語学に示された関数の型と一致し、日本語の近代学術漢語においても全体的な傾

向としてこの理論が示す関係は成立すると考えられる。

8．1．f．基本語彙と学術漢語

　現代日本語の語彙の中核となる「基本語彙」に哲学字彙の「学術漢語」がどの程度採用

されているかを調べた。日本語を母語とする児童を対象にした「教育基本語彙」と、外国

人の日本語学習者を対象にした「日本語教育ためのの基本語彙」という二つの観点から調
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査を行なった。

　「教育基本語彙」と「日本語教育基本語彙」において採用された「学術漢語」の、重要

度レベル・画数・雑誌使用率の関係を調べた。どちらのの基本語彙の場合も「画数からレ

ペルは正の関係」「画数から使用率は負の関係」「レベルから使用率は負の関係」という

結果になった。このうち、　「教育基本語彙」では「画数から使用率」、　「日本語教育基本

語彙」では「画数からレペル」の関係がt検定で有意とならなかった。これは、「教育基

本語彙」というものが児童への教育に主眼がおかれて、一般の社会における使用率はあま

り考慮する必要がないこと、「日本語教育基本語彙」の場合は外国人留学生等が学ぶため

には画数の多少よりも意味的なレベルが重要であること、などが原因として考えられる。

　また、レベル・画数・使用率といった三つの要素にっいて「教育基本語彙」と「日本語

教育基本語彙」は同傾向を示したが、「学術漢語」の採用の仕方についても両基本語彙は

相関があるという結果になった。

　基本語彙はその社会や教育において中核をなす語であるが、それをいくつかのレベルに

分けた場合、レベルによっては、多いところでは7～9％を「学術漢語」が占めている。

これは、もともとは明治初期に西欧の学問に基づく抽象概念を導入するために用いられた

「学術漢語」の一部が、これまでの約150年の間に、日本語を用いて社会生活に参加して

いく上で使用する語彙の一部として必要不可欠なまでに浸透したことを示していると考え

られる。

8．2．学術漢語研究の課題

　明治初期の西欧の新しい概念を漢語の形で導入した学術用語の性格を、計量的分析を中

心に様々な角度から考察した。

　語彙の内的な計量的要素、例えば「語の長さ」「多義性」「使用率」などは概ね「学術

漢語」の場合でも基本的な性質を有していることが「第6章」の調査で認められた。

　また、現代の語彙における「学術漢語」の役割として、その一部は例えば基本語彙など

に含まれ、約150年の問に、日本語を用いて社会生活に参加していく上で使用する語彙の

一部として必要不可欠なまでに浸透したと考えられることが「第7章」の調査で明らかに
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なった。

　その「浸透」、または広く一般に日本語として受容されるまでの過程について、「第2

章」から「第5章」までの中で、辞書や新聞・雑誌、小説などでの使用状況を分析するこ

とによって、以下の事項が明らかになった。

　この「学術漢語」は1881年に出版されたr哲学字彙』［lnouet－1881］から採集したも

のであるが、1912年に出版され、さらに版を重ねたとされる同三版［lnOuet－1912］にお

いても極力初版の訳語を保とうとする姿勢や、一部に西周の訳語の影響がみられた。

　各種外国語辞書の調査では、明治初期には採録語数が急増するが、1905年ごろからその

勢いが鈍り、一般化がある程度進んだことが回帰分析がらよみとれた。

　小説における「学術漢語」の採用では、鴎外・漱石と志賀・芥川・太宰の間には違いが

あり、世代の差が関与している可能性が高い。「郵便報知新聞」（1877～1878年）の「学

術漢語」採録語数より1906年以降の「中央公論」のそれの方が大幅に少ないことから、19

00年前後あたりの時期が、知識層に多種使用された「試用期」から、そのうちの一部が広

く一般に定着していく、いわば移行の時期であったと考えられる。

　この移行期を、さらに回帰分析によって詳しく推定してみると、遅くとも1920年代ご

ろまでに明治初期の使用の様相の影響が消え、現代の使用の様相があらわれ姶めたと考え

られる。

　このようにみていくと、近代初期の影響が薄れ、現代の語彙の様相が芽生えてくる交替

の時期は、1900年ごろから1920年ごろ、明治30年代の後半から大正10年あたりではないか

と推定できる。

　これまでの研究から、このような西欧概念を漢語の形で導入した語が日本語に定着した

時期をみてみると、たとえば『国語学研究事典』［Satok－1977コでは「大正期に入ると、

変動が少なく、安定に向かったとみられる。」としている。また、『東京語成立史の研究』

［Hida－1992］では「物理学」「哲学」「自由」などの語をあげ「訳語は、明治20年前後

に定着し、表記の安定したものが多い。（中略）漢語は、明治期とくに前期において変動

が大きかったようで、明治の末から大正にかけて安定してきたようである。」としている。

どのような階層、あるいは分野で「定着」したかはこの文献［Hida－1992コでは明らかに

されていないが、少なくとも「語彙の安定の時期」という観点では、前述の『国語学研究

事典』よりは『東京語成立史の研究』の提示している時期の方が、筆者の推定年代と近い

といえる。
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　また、今回の論考でとりあげたような語彙の変化については、言語の外的要因、社会的

背景も大きく関与している。r国語語彙論』〔Tanaka－1978］では「大正期以降、　（中略）

なまの外国語が、そのままとり入れられる傾向が強くなってきた。それは、一つには、外

国語教育の普及と向上の結果であるが、明治期の西欧文明摂取のさいの真剣味と慎重さが

稀薄になり、この時期に高まってきた、軽薄な西欧崇拝熱のせいでもある。」としている。

この「外国語教育の普及と向上」の裏側には、19㏄1～1901年と1902～1903年の二度にわた

る中学校漢文教育存廃論争があった［uchikoshi－1990］［Uchikoshi－1991］。当時の中学

校では、すでに英語や数学など生徒の負担が大きく、歴史的な功績は認めてもこれからの

実益にはあまり貢献しないであろう漢文教育の時間を全廃ないしは削減すべきでは、とい

う論争である。この論争は、日清戦争（1894～1895年）と日露戦争（1904～1905年）のち

ょうど狭間で行なわれており、漢学の教育価値の低下と西欧語教育の重視という、教育方

針の大きな転換期と考えられる。このような状況に日露戦争での勝利が重なって「軽薄な

西欧崇拝熱」［Tanaka－1978コへと世論が動いていったのではないかと思われる。

　この論考では「学術漢語」という語彙の総体的な変化を約150年にわたって、主に計量

的手法を用いて考察した。今後は、今回触れることのできなかった「学術漠語」の意味的

変化や、外来語との比較などさらに範囲を広げて、日本語の近代から現代への語彙変化の

様相の計量的分析を進めていきたいと考えている。また、同時にこのような日本語の語彙

の変化を分析するのに適した計量的手法についても考察を行なっていきたいと思う。

参照文献
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図表一覧

（第1章）

図1．1主な資料の年代

（第2章）

表2．1．公刊された著書・雑誌論文における西周の訳語

表2．2．未公刊文書における西周の訳語

図2．3．『哲学字彙』の頁の一例

表2．4．『哲学字彙』の「学術漢語」一一ee

表2．5．『哲学字彙』および索引の誤植

表2．6．『哲学字彙』の原語

表2．7．r日本国語大辞典』にない「学術漢語」

表2．8．r哲学字彙』二版で削除された訳語

表2．9．『哲学字彙』二版で変更された見出し語・訳語

表2．10．『哲学字彙』三版で削除された訳語

表2．11．r哲学字彙』三版で変更された見出し語・訳語

表2．12．『哲学字彙』三版まで保持された訳語・削除された訳語

表2．13。r哲学字彙1削除された訳語の初出年代

（第3章）

表3．1．「宮島データ」のPiotrowskiカーブによる分析　一計算過程と結果一

図3．2．「宮島データ」とPiotrowskiカーブの比較

表3．3．同語の判別表

表3．4．学術漢語と『日葡辞書』の対照表

表3．5．学術漢語と『英和対訳袖珍辞書』の対照表
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表3．6．学術漢語とr和英語林集成初版』の対照表

表3．7．学術漢語とr和英語林集成再版』の対照表

表3．8．学術漢語とr和独対訳字林』の短照表

表3．9．学術漢語と『和英語林集成三版』の対照表

表3．10．学術漢語とr漢英対照いろは辞典』の対照表

表3．11．学術漢語と『和英大辞典（ブリンクリー）』の対照表

表3．12．学術漢語とr和仏大辞典（ルマレシャル）』の対照表

表3．13．学術漢語と『新訳和英辞典（井上十吉）』の対照表

表3．14．学術漢語と『和英大辞典（武信由太郎）』の対照表

表3．15．学術漢語とr研究社新和英大辞典1931年版』の対照表

表3．16．学術漢語と『研究社新和英大辞典1954年版』の対照表

表3．17．学術漢語と『研究社新和英大辞典1974年版』の対照表

表3．18．学術漢語と外国語辞書との対照表

表3．19．外国語辞書における「学術漢語」の独立性の検定　一計算過程と結果一

図3．20．外国語辞書における「学術漢語」の類似度

表3．21．「学術漢語」のPiotrowskiカーブによる分析　一計算過程と結果一

図3．22．「学術漢語」とPiotrovskiカーブの比較

図3．23．「学術漢語」のPiotrowskiカーブを微分した図

表3．24．「学術漢語」の　第3のPiotrowskiカーブによる分析　一計算過程と結果一一

図3．25．「学術漢語」と　第3のPiotrowskiカーブの比較

図3．26．「学術漢語」の場合における第3のPiotrowskiカーブを微分した図

表3．27。「学術漢語」を最初に採用した外国語辞書と最後に採用した辞書

（第4章）

表4．1．学術漢語と「雑誌九十種」の対照表

表4．2．「雑誌九十種」の使用率の階級別　漢語・「学術漢語」の語数

図4．3．「雑誌九十種」の使用率の階級別　漢語・「学術漢語」の比率

表4．4．学術漢語と「新聞」の対照表

表4．5．「新聞」の使用率の階級別　漢語・「学術漢語」の語数
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図4．6．「新聞」の使用率の階級別　漢語・「学術漢語」の比率

表4．7．学術漢語と「テレビ」の対照表

図4．8．「テレビ」の度数別　「学術漢語」の語数

表4．9．「テレビ」にのみ出現する学術漢語

表4．10．学術漢語と「郵便報知」の対照表

表4．11．学術漢語と「中央公論」の対照表

表4．12．「中央公論」各標本における使用度数上位の語

図4．13．「中央公論」各標本に共通の語数

表4．14．「中央公論」8本の標本における「学術漢語」の独立性の検定　一計算過程と

　　　　結果一

図4．15．「中央公論」　標本間の年差と類似性

表4．16．『作家用語索引』収録作品別データ

表4．17．学術漢語と5作家の対照表

表4．18．学術漢語と作家別作品別の対照表（鴎外）

表4．19．学術漢語と作家別作品別の対照表（漱石）

表4．20．学術漢語と作家別作品別の対照表（志賀）

表4．21．学術漢語と作家別作品別の対照表（芥川）

表4．22。学術漢語と作家別作品別の対照表（太宰）

表4．23．「小説」作家別の使用度数上位の語

図4．24．「小説」各作家に共通の語数

表4．25．「小説」における特徴的な語

図4．26．「小説」増加と減少の傾向の語数分布

表4．27．「小説」5作家における「学術漢語」の独立性の検定　一計算過程と結果一

表4．28．「小説」デー・一タのPiotrowskiカーブによる分析　一計算過程と結果一

図4．29．「鴎外」データとPiotrowskiカーブの此較

図4．30．「漱石」データとPiotrowskiカーブの比較

図4．31．「志賀」データとPiotrovskiカーブの比較

図4．32．「芥川」データとPiotrowskiカーブの比較

図4．33．「太宰」デー一一タとPiotrovskiカーブの比較
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（第5章）

表5．1．「学術漢語」と比較した各種語彙調査の概要

表5．2．グループ（a1）に属する「学術漢語」

表5．3．グループ（a2）に属する「学術漢語」

表5．4．グループ（a3）に属する「学術漢語」

表5．5．グループ（b1）に属する「学術漢語」

表5．6．グループ（b2）に属する「学術漢語」

表5．7．グループ（b3）に属する「学術漢語」

表5．8．グループ（b4）に属する「学術漢語」

表5．9．グループ（c1）に属する「学術漢語」

表5．10．グループ（c2）に属する「学術漢語」

表5．11．グループ（c3）に属する「学術漢語」

表5．12．グループ（C4）に属する「学術漢語」

表5．13．「郵便報知新聞」と「現代の雑誌・新聞・テレビ」を説明変数とした重回帰分析

　　　の結果

図5．14．グループ（a1）における「志賀」と「雑誌・新聞・テレビ」

図5．15．グループ（b1）における「芥川」と「雑誌・新聞・テレビ」

図5．16。グループ（b1）における「太宰」と「雑誌・新聞・テレビ」

図5．17．グループ（b1）における作家別使用頻度分布

表5．18。グループ（d1）に属する「学術漢語」

表5．19．グループ（d2）に属する「学術漢語」

表5．20．グループ（e1）に属する「学術漢語」

表5．21．グループ（e2）に属する「学術漢語」

（第6章）

図6．1．譜の長さ（拍）の分布

図6．2．語の長さ（画数）の分布

表6．3．初出例の年代と文献
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図6．4．語の古さの分布

図6．5．意味の数の分布

図6．6．雑誌における使用率の分布

図6．7．新聞における使用率の分布

表6．8．各グループの回帰直線・回帰曲線と係数についての丁検定の結果及び決定係数

図6．9．語の長さ（拍）と多義性

図6．10．語の長さ（画数）と多義性

図6．11。語の古さと語の長さ（拍）

図6．12．語の古さと多義性

図6．13．語の長さ（拍）と雑誌における使用率

図6．14．語の長さ（拍）と新聞における使用率

図6．15．語の長さ（画数）と雑誌における使用率

図6．16．語の長さ（画数）と新聞における使用率

図6．17．語の古さと雑誌における使用率

図6．18．語の古さと新聞における使用率

図6．19．多義性と雑誌における使用率

図6．20．多義性と新聞における使用率

図6．21．要素間の関係

（第7章）

表7．1．

図7．2．

図7．3．

図7．4．

表7．5。

図7．6．

図7．7．

図7．8．

学術漢語と教育基本語彙の対照表

阪本基本語彙　重要度レベルと画数

阪本基本語彙　使用率と重要度レペル

阪本基本語彙　使用率と画数

学術漢語と日本語教育基本語彙の対照表

国研基本語彙　重要度レベルと画数

国研基本語彙　使用率と重要度レペル

国研基本語彙　使用率と画数
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Abstract

A　Quantitative　study　of　the　Popularization　of　Meij　i　Era　Scholarly　Terms

Table　of　contents　and　abstract

Chapter　l　Aims　and　background　of　the　study

1．1．Aims　ofthe　thesis

1．2．The　Japanese　language　and　social　change　from　the　early　Meij　i　era

　　l．2．a．　The　reception　of　European　culture

　　1．2．b。　The　characteristics　of　early　Meij　i　vocabulary

l．3．Theories　of　histo点cal　change　in　vocabulary

l．4．Research　materials　and　methods　of　analysis

Chapter　l　Aims　and　background　of　the　study

This　study　was　undertaken　with　the　aim　of　achieving　a　quantitative　overview

ofthe　historical　changes　in　vocabulary　in　Japanese．　The　Meij　i　era（1868－1912）

was　a　period　in　vvhich　the　vocabulary　expanded　at　a　particularly　rapid　pace

with　the　introduction　ofEuropean　civilizational　elements．　I　wanted　to　clarify

mainly　by　quantitative　methods　the　overall　picture　of　how　words　to　express　new

concepts，　especial　ly　scholarly　terms　were　introduced　in　the　Meij　i　era，　and　how

in　the　fbllowing　decades　up　to　the　present　day　they　took　root　and　became

POPularL乙e（乳or　failed　to　become　established　and　disapPeared．　I　have　looked　at

the　main　existing　literature　on　linguistic　change，　but　previous　research　in

the　field　of　1’histo貢cal　change　in　vocabulary　and　quantitative　analysis1璽is

very　sparse．　Hitherto，　in　research　on　Meij　i　era　words，　especially　Japanese－

made　kango（Chinese－character　words）and　”new　kango”which　were　borrowed（1）
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from　ancient　Japanese　literature，　mainly　Buddhist，　or（2）fヤom　classical

Chinese　literature，　or（3）in　some　cases，　from　modern　Chinese，　etc．，　and

lntroduced　the　mean｛ngs　ofEuropean　civilizational　elementS　through　the　medium

of　ka司i，　work　has　been　done　mostly　on　the　history　of　individual　wordS．　This

kind　of　investigation　of　individual　words　is　very　valuable　but　I　believe　it　is

also　impOrtantto　look　at　trends　in　the　language　as－a－whole　ofthat　period

from　a　broader　perspective，　and　that　for　this　it　would　be　effective　not　j　ust

to　give　examples　but　also　to　do　quantitative　vocabulary　analysis．

In　this　study，　focusing　on　scholarly　words　by　means　of　which　new　European

concepts　were　introduced　in　the　fonm　of　kango　in　the　Meij　i　era，1　analysed　the

overall　trends　by　investigating　the　changes丘om　that　period　up　till　the

present，　especial　ly　the　popularization　of　words　and　frequency　of　use　in　a

mamer　which　develops　a　composite　picture　based　on　various　dictionaries　and

vocabulary　lists．

Regarding　the　methods　of　quantitative　analysis，　besides　basic　regression

analysis（豆inear　regression，　non玉inear　regression，　single　regression，　multiple

regression），　Chi－square　tests　using　2x2　tables，　etc．　I　also　used

experimentally　a　relatively　new　statistical　method　called　exploratory　data

analysis，　a　kind　of　regress孟on　analys孟s－regression　to　a　curve　called　the

Piotrowski’s　Curve－and　the　theory　of　Synergetic　Linguistics，　which　has

recently　been　introduced　from　synergetics　theory　in　physics．

Chapter　2　門Scholarly　kango”in”Tetsugaku　Ji孟響，

2．1．Arnane　Nishi’s　vocabu董ary

2．2．闘Te魯ugaku　Jii鱒and　Tets1吋ir61noue
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2．3．The　procedure　fbr　creating　kango　table

2．4．The　vocabUlary　of　”Tetsugaku　J　ii冒’

　　2．4．a．　Variation　in　the　number　ofyakugo（trans】ation　words）according　to

　　　　　　　　　the　edition

　　2．4．b．　Types　ofyakugo　added　or　removed

Chapter　2　”Scholarly　kango”in”Tetsugaku　Jii1’

Among　the　European　specialist，　or，　to　be　more　specific，　scholarly　terms　of　the

early　Meij　i　era，　two　well一㎞own　ltems　are”gainenll（”concept”）and　”tetSugaku”

（”philosophy”），　both　ofwhich　were　coined　by　Amane　Nishi．1　extracted　from

Mshi’s　works，　including　his　translations，　over　2，000　words　where　a　gloss　to

the　original　word　is　provided　in　katakana（Japanese　syllabic　script）or

alphabetic　script．　An　aim　of　my　study　is　to　see　how　the　words　by　means　of

which　European　civilizational　elements　were　introduced　took　root　among　the

general　public。　As　a　basis　fbr　comparison，　words　for　which　the　period　of

translation　can　be　established　fairly　definitely　from　the　year　of　publication

or　other　evidence　are　preferable，　and　in　the　comparison　with　vocabulary　lists

or　dictionaries，　statistical　processing　is　easier　with　single－word

translations　rather　than　those　which　take　the　form　of　an　explanatory　phrase．

However，　since　it　can　hardly　be　said　that　the　vocabulary　collected丘om

Nishils　works乱tlfills　these　conditions，1　selected　as　material　for

investigation　Tetsujir6　lnoue’s”Tetsugaku　Jii”，　also　a　work　ofthe　early

Meij　i　era　but　more　suited　to　the　research　aim，　as　a　source　from　which　to

compile　the”scholarly　kango”list　which　is　the　basis　of　the　research　in　this

chapter　and　those　which　fbllow，　while　also　considering　the　vocabulary　of

Nishj，　who　created　so　many　new　academic　terms．

Also，　while　as　taking　as　material　fbr　consideration　temls　of　Nis㎞，　who
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translated　or　explained　a　great　number　ofEuropean　academic　writings　from

the　end　ofthe　Shogunate　to　the　early　Meij　i　era，1　investigated　the　variation

in　the　yakugo（translation　words）from　the　first，　second　and　third　editions　of

”Tetsugaku　Jli”，　a　work　whose　compilation　was　organised　by　Tetsuj　ir6　lnoue．

Although　the　third　edition　has　been　called　by　some　researchers　’almost　a　new

book，　this　may　be　considered　due　to　changes　such　as　the　adding　of　a　large

number　of　extra　head　words，　the　inclusion，　as　ind｛cated　in　the”English－

French－German－Japanese曾10fthe　title，　of　words　from　other　European　languages

besides　English，　the　smaller　type　and　different　format．　However，　as　regards

the　yakugo，　the　third　editlon　kept　a　very　considerab藍e　number　of　the　items　in

the行rst　edition。　In　many　cases　yakugo　contributed　to　the　second　edition　by

Nagao　Ariga　were　removed　and　yakUgo　from　the　first　edition　which　had　been

eliminated　in　the　second　were　reinstated．　Also，　some　yakugo　were　removed，

often　as　a　result　of　the　elimination　of　headwords，　but　Inoue　fbllowed　a　poiicy

of，　as　far　as　possible，　keeping　the　yakugo　ofthe　first　edition　and　avoiding

large　scale　changes．　Also，　in　some　ofthe　yakugo　the　influence　of　words　coined

by　Amane　Nishi　can　be　seen．

Chapter　3　”Scholarly　kango”in　fbreign　language　dictionaries

3．1．Summaly　of　the　research

3．2．Miyaj　ima’s　research　and　Piotrowski’s　Curve

　　3．2．a．　Miy句ima’s　research

　　3．2．b．　Piotrowski望s　Curve

　　3．2．c．　Analysis　ofMi胸imaIs　data　us｛ng　Piotrowsk｛雪s　Curve

3．3．Acomparison　of　kango　in”Tetsugaku　Jii”with　fbreign　language

　　　　　dictionaries

　　3．3．a．　The　research　materials
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3．3．b．”Scholarly　kango”used｛n　the　fbreign　language　dictionaries

3．3．c．　The　degree　of　similarity　in　selection　of璽冒scholarly　kango”in　fbreign

　　　　　　　蓋anguage　dictibnaries

3，3、d．　Analysis　of”scholarly　kango”using　Plotrowskils　Curve

3．3．e．”Scholarly　kango腎and　fbreign　language　dictionar重es

Chapter　3　　四Schdar夏y　kango暫「in　fbreign　language　dictionaries

1　investigated　the　extentto　which　”scholarly　kango”　in　the”Tetsugaku　Jii’，，

pubIished　in　1881，were　seIected　as　headwords　in　fbreign　Ianguage　dictionaries

and　how　widely　they　took　root．　I　made　a　search　of　l　4　fbreign　language

dictionaries，丘om　the　Japanese－Portuguese　Dictionary　of　1603－04　to

Kenkyasha’s　Japanese－English　Dictionary　of　1974，　Among　the　points　which

emerged　about　the　fb血nes　of”scholarly　kango“in　these　fbreign　language

dictionaries　tWo　in　particular　are　worthy　ofnote：（1）words　which　were

already　in　dictionaries　befbre　being　used　in　the”Tetsugaku　Jii”were　found　to

be　relatively　unlikely　to　disappear，　whereas（2）among　the　group　of　words　used

fbr　the　first　time　in　Hepbum’s　Japanese－English　Dictionary　3rd　Edition（1886）

or　Takahashi’s　Japanese－English　Dictionary（1888）there　are　some　which　are　not

used　in　recent　years．　There　were　also　some　words　which　appeared　in　fbreign

language　dictionaries　but　disapPeared　fairly　quickly．

If　we　look　at　the　sim∬arlty　in　the　selection　of”scholarly　kango冒，　ln　the

various　dlctionaries，　we　find　two　schooIs　of　dictionaries，　ones　compiled

mainly　by　missionaries　until　and　during　mid　Meij　i，　and　ones　compiled　mainly　by

Japanese　from　late　Meij　i．　The　statistlcal　results　show　a　high　degree　of

similarity　betWeen　the　second　edition　of　Hepbum，s　Japanese－English　Dictionaiy

（1872）and　Lehmann’s　Japanese－German　Dictionary（1877），　and　be伽een血e血ird

edition　of　Hepbum’s　dictionary　and　Takahashi’s　Japanese－English　Dic娠o曜y。
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In　the　case　of　Lehmam，　this　is　because，　as　he　states　in　his　preface，　he　used

Hepbum冒s　second　edition　as　a　reference，　while　the　choice　of　words　in

Takahashi’s　dictionary　follows　that　of　Hepburn’s　third　edition，　due　to　the

fact　that　Gor6　Takahashi　coilaborated　in　the　compi】ation　ofHepbumls　third

edition．　The　degree　of　similarity　betWeen　Lemar¢chal’s　Japanese－French

Dictionary（1904）and　JOkichi　lnoue曾s　Japanese－English　Dictionaly（1909）

indicated　by　the　value　ofPhi　is　not　so　high，　and　this　may　perhaps　be

considered　as　show童ng　that　djctionaries　after　Jtikichi　Inoue　fbrm　a　stream

somewhat　different　from　those　compiled　by　missionaries　up　until　that　time．

The　figures　for　word－matches　of　scholarly　terms　in　foreign　language

dictionaries　show　an　overall　increaslng　trend，　and　it　is　particularly

noteworthy　that　there　is　a　sharp　increase　afしer　Lehmann　with　the　third　editlon

of　Hepbum．

With　regression　analysis　using　Piotrowski’s　Curve　it　is　clear　that　increase　in

use　in　the　number　of”scholarly　kango”in　the　fbreign　language　dictionaries

fbrms　part　of　an　S－curve．　This　is　not　a　simple　S－curve，　but　one　with　a　dent　in

the　down－slope．　Estimating丘om　the　regression　curve　the　period　at　which　the

speed　of　increase　in　the　number　of”scholarly　kango”employed　became

particularly　sluggish，　it　appears　that　it　was　around　1905　that　the　number　of

words　used　in　fbreign　language　dictionaries　settled　down．　In　terms　of　material

this　corresponds　to　the　period　between　Lemar6chal　and　Inoue．　Even　befbre

Lemar6chal，　about　l，000”scholarly　kango”appear　in　dictionaries，　but　ifone

looks　at　the　materials　as　a　whole，　this　is　the　period　at　whicZa　at　latest，　the

number　and　the　select重on　of　words　used　became　more　or　less　fixed．

Chapter　4 Simple　comparative　s加dy　of”scholar叢y　kango”and　words　in　various
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vocabulary　llsts

4．1．Summary　ofthe　research

4．2．Simple　comparison　With　vocabulary　surveys　of　present－day　words

　　4．2．a．　Simple　comparison　With　vocabulary　surveys　of”90　magazines冒電

　　4．2．b．　Simple　comparison　With　vocabulary　surveys　of　newspapers

　　4．2。c．　Simple　comparison　With　vocabulary　surveys　oftelevision

　　4．2．d．”Scholarly　kango”in　present－day　media

　　（Additional　Note）The　vocabulary　used　in　the　newspaper　Y負bin　Hδchl　Shinbun

4．3．Simple　comparlson　With　the　list　of　terms　in　the　magazine　Cha6　K6ron

　　4。3，a．　The　statistical　structure　of”scholarly　kango電’in　Chfi6　Kδron

　　43．b．　The　degree　of　similarity　of”scholarly　kango”　in　Cha6　K6ron

4．4．Simple　comparison　With　the　vocabulary　of　novels

　　4．4．a．　The　statistical　structure　of”scholarly　kango”in　novels

　　4．4．b．　The　degree　ofsimilarity　of電，scholarly　kango”in　novels

　　4．4．c．　Analysis　of”scholarly　kango”in　novels　using　Piotrowski’s　Curve

4．5。Areview　of　the　results

Chapter　4 Simple　comparative　study　of　”scholarly　kango”　and　words　in　various

　vocabulary　lists

Imade　a　one－on－one　comparison　of”scholarly　kango”with　data　fヤom　studies　of

the　vocabulary　of　pOstwar　media－magazines，　newspapers　and　television．　I

found　that　the　list　of　those　used　With　a　high　f｝equency　is　more　or　less　the

same　in　all　three　media，　and　that，　although　not　so　many　belong　to　the　highest

frequency　class，　many　are　in　the　next　highest　frequency　classes．　Also，　in　the

case　of　teleVisioq　even　though　it　is　use　Within　the　same　medium，　there　is　a

slight　difference　in　the　way　they　have　taken　root　as　betWeen　words　on　the
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screen　and　words　in　the　sound，1。e．　the　written　language　and　the　spoken．　The

words　introduced　in　”TetSugaku　J　ii”　were　introduced　at　the　time　as　very

abstract　specialist　terms，　but　it　apPears，　based　on　the　results　of　the　study，

that　they　now　form　part　of　the　central　core　of　vocabulary　essential　for

everyday　l　i　fe　as　words　expressing　present－day　abstract　concepts．

For　reference，1　compared　the　frequency　of　appearance　of聖璽scholarly　kango璽璽in

an　o伍cially　approved　newspaper　ofthe　early　Me頓era，　the　YObin　H6chi

Shinbun，　with　the行equency　of　appearance　in　present－day”newspapers”，　and　the

results　showed　a　statistical　correlation　between　the　two．

In　addition，　I　investigated　the　historical　fbrtunes　of脚scholarly　kango騨，

conducting　a　one－on－one　comparison　with　the　results　of　a　vocabulary　study　of

the　magazine　ChQ6　K6ron　f㌃om　l　906　to　1976，　and　the　vocabulaly　of　novels　by

バ

Ogai　Mori，　S6seki　Natsume，　Naoya　Shiga，　Ryαnosuke　Akutagawa　and　Osamu

Dazai．

In　the　case　of　Ch負δK6ron，　it　appears　that　even　after　we　enter　the　20th

century　the　pOpularization　of“scholarly　kango”　is　progressing　and　that　most

ofthose　which　became　popularized　continue　to　be　used　up　to　the　present　day．

Also，　there　is　structurally　speaking　no　strong　bias　at　any　date，　and　the

distribution　is　relatively　similar．　However，　this　simllarity　is　not　completely

mjfbrm：where　the　difference　in　date　ofthe　samples　is　small　the　degree　of

similarity　is　high，　but　it　dec！｛nes　as　the　difference　in　date　increases．

In　the　case　ofnovels，　Shiga　and　Akutagawa　use　only　a　veIy　small　number　of

鴨scholarly　kango”peculiar　to　each，　and　taking　all　five　authors　together　the

tendency　fbr’雪scholarly　kango’t　to　decrease　is　quite　strong．　When　the　degree　of

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Asimilarity　is　analysed　no　statistical　correlation　is　seen　between　Ogai　and

Sδseki，　but　in　Akutagawa，　Shlga　and　Dazai　the　use　of　kango　is　more　similar
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than　within　any　group　made　up　ofone　ofthese　three　with　the　other　two」t　is

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　reasonable　to　believe　that　Ogai　and　S6seki　were　much　better　versed　in　the

basics　of　Kangaku（classical　Chinese　literature）than　the　generation　which

f（）llowe4　and　it　is　pOssible　that　this　is　not　only　a　matter　of　individual

di脆rence，　but　a　generational　difference．　This　may　well　be　the　reason　fbr　the

tendency　mentioned　above　fbr　l書scholarly　kango”in　novels　to　decrease．　Also，　if

one　examines　the　tendency　to　increase　ofthe　time　series　cumUlative　number　of

different　words　for　each　individual　author，　S6seki　shows　a　smo6th　increase

　　　　　　　　　　　　　over　time，　but　Ogai　has　a　number　of　distinctively　different　phases，　and　his

results　likely　reflect　changes　in　su切ect　matter　and　style．　Akutagawa　and

Dazai　also　show　a　relatively　smooth　increasing　trend，　but　Shiga’s　case　the

number　ofdifferent　words　is　notably　small　considering　the　size　of　his　oeuvre．

From　the　fact　that　the　number　of　”scholarly　kango”found　in　Cha6　K6ron　from

l906　onwardS　is　much　smaller　than　the　number　found　in　the　list　from　the　Y負bin

】日［6chi　Shinbun（1877－1878）survey，　and　the　fact　that　a　generational　difference

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　can　be　seen　in　the　vocabulary　employed　by　Ogai　and　S6seki　as　compared　with　the

other　three　w孟ers，　it　would　appear　that　the　period　up　to　about　1900，　a

period　in　which　”scholarly　kango”were　supported　by　the　knowledge　ofclassical

Chinese　literature　of　the　well－educated，　was　what　one　might　call　a　trlal

period　fbr　this　type　of　word，　and　a　great　variety　were　used　by　the

intelligentsia，　but　thereafter　the　number　used　became　more　and　more　limited　at

the　same　time　as　those　that　survived　became　widely　popularised，　eventually

forming　part　ofthe　core　oftoday’s　vocabulary．

Chapter　5　Complex　comparative　study　of　”scholarly　kango”　and　vocabulary　in

　　　　　　　　　　　various　vocabulary　lists
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5．1．Summary　of　research

5．2．Complex　comparison　with　vocabulaW　lists　and　other　procedures

5．3。”Scholarly　kango”　in　a　present－day　Japanese　monogiot　dictionary

　　5．3．a　Division　into　groups　based　on　frequency　ofuse

　　5．3．b．　The　characteristics　ofeach　group

　　5，3．c．　Statistical　multiple　analysis　of　change　in　terms

5・4・鱒Scholarly　kango鱒not　in　a　present－day　Japanese　lnono910t　dictionary

5．5，The　life　pattern　of’”scholar｝y　kango”　in　Melji　era

Chapter　5　Complex　comparative　study　of”scholarly　kango”and　vocabulary　in

　　　　　　　　　　　varjous　vocabulary　lists

Id重vided　the，「scholarly　kango，’in”Tetsugaku　Jiit，　into　a　number　of　groups

using　the　results　of　comparison　ofvarious　vocabulary　lists，　and　considered

the　characteristics　ofeach　group．1　combined　the　results　ofcomparison　With　a

vocabulary　study　of　an　officially　approved　newspaper　of　the　early　Melj　i　era

and　the　results　of　comparison　With　a　vocabulary　study　of　postwar　magazines，

newspapers　and　television，　and　made　the　division　into　groups　an　index，　The　aim

ofcombining　the　studies　ofthese　data　separated　by　more　than　a　hundred　years

was　to　try　to　get　a　rough　grasp　of　the　change　in　use　of”scholarly　kango”

during　the　period　in　between．

In　addltion，　to　brldge　the　gap　between　the　studles，　one　of　which　deals　with

the　early　Meij　i　era　and　the　other　the　postwar　period，1　referred　to　the

results　of　a　vocabulary　study　of　the　magazine　Chα6　K6ron　f沁m　1906　to　1976，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　and　the　results　of　a　vocabulary　study　of　novels　by　Ogai，　S6seki，　Shiga，

Akutagawa　and　Dazai，　which　span　the　Period　from　mid　Meij　i　to　early　Sh6wa（i．e．

丘om　the　late　19th　to　the　early　20th　century）．　By　using　multiple　regression

analysis　to　determine　whether　the　vocabulary　of　Chti6　K6ron　and　of　the　novels
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has　a　stronger　correlation　with　the　results　ofthe　study　of　newspaper　of　the

early　Meij　i　era，　which　came　befbre，　or　With　those　of　the　studies　of　postwar

magazines，　newspaper　and　televislon，　which　come　a負er，　it　is　possible　to　see

which。the　vocabulary　of　the　eariy　Meij　i　era　or　that　of　the　POstwar　Period－

it　is　nearer　to．　Ofthe”scholarly　kango”which　appeared　in　the　mid　Me填era

in　the　novels，　some　decreased　to　be　used，　and　other　words　were　at　first　not

seen　in　the　novels，　etc．　but　became　more　wideiy　used，　evelltua11y　making　their

first　apPearance　in　literature。　Using　multiple　regression　analysis　in　order　to

anaIyse　statistically　such　changes，　I　investigated（1）up　until　when　there　was

an　influence　of　the　early　Meij　i　period　distribution，　and（2）丘om　about　when，

approximately，　the　postwar　vocabulary　pattern　begins　to　appear，

It　can　be　considered，　regarding　those　of　the“scholarly　kango“which　are　in

the　pOstwar　Japanese　monoglot　dictionary　and　which　have　come　to　be　Widely

useq　that　by　about　the　1920「s　the　effect　ofthe　use　pattern　of　the　early

Meij　i　era　had　disappeared　and　the　pOstWar　use　pattern　had　begun　to　appear．

Also，　the　influence　of　Amane　Nishi冒s　terms　was　fairly　strongly　evident　in

words　which　are　thought　to　have　been　originated　at　the　start　ofMeij　i　era，　and

which　are　not　thought　to　have　taken　root　much　in　terrns　of　general　use，　i．e．

which　were　not　in　the　postwar　dictionary．　It　is　known　that　Nishi　created　a

great　number　of　Meij　i　’暫scholarly　kango’‘，　but，　despite　the　fact　that　the

”Tetsugaku　Jii”accepted　and　continued　these　to　a　very　considerable　extent，　it

seems　that　a　considerable　number　did　not　take　root．

Chapter　6　Analysis　of”scholarly　kango”us重ng　Synergetic　Linguist孟cs　theory

6．1．Sulnmaly　of　the　research
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6．2．Su切ects　investigated

　　6．2．a．　Word　length（mora）

　　6．2．b．　Word　Iength（number　ofstrokes）

　　62．c．　Word　age

　　6．2．d．　Degree　ofpolysemy

　　6．2．e．　Frequency　of　use重n　magazines

　　6．2．f　Frequency　of　use　in　newspapers

6，3．Regression　analysis　of　the　relationship　between　the　elements

6．4．The　apPlication　of　Synergetic　Linguistic　theory

6．5．The　statistical　characteristics　ofMeij　i　era　”scholarly　kango”

Chapter　6　　Analysis　of四scholarly　kango四using　Synergetic　Lingu重stゴcs　theory

Iexamined　the　relationship　between　some　characteristics　of”scholarly

kango「㌧word　length　in　terms　ofmora，　word　length　in　terms　of　number　of

strokes，　word　age，　number　of　meanings（i．e．　the　degree　of　polysemy），　frequency

of　use　in　magazines，　and　frequency　ofuse　in　newspapers－and　investigated　to

what　extent　they　matched　the　types　of　functions　provided　by　Synergetic

Linguistics　theory．　Synergetic　Linguistics，　which　is　being　developed　chiefly

in（iCrmamy，　has　as　its　aim　the　quanti惚tive　systematization，　in　the　form　of

various　linguistic　laws　expressed　as　formulae，　of　self－regulation／self－

organization　within　Ianguage．

The　results　were　statistically　significant　for　all　the　relationship　between

eleme耐s　except　word　age　and　frequency　of　use．　Also，　in　the　data　distribution

when　analysis　was　pe㎡fonned（lividing　word　age　into　3　groups，（a）fヒom　the　7th

century　to　the　gth　century，（b）from　l　Oth　century　to　l　5th　century，　and（c）

丘om　the　16th　century　to　the　19th　centUry，　in　some　cases，　the　re正ationship

With　number　of　meanings　or　word　length　was　not　significant．　The　principle　of
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”The　older　the　word　the　more　often　it　is　used”does　not　always　apply　to

”scholarly　kango”，　and　it　can皿ot　always　be　said　either　that雪1The　older　the

重scholarly　kango冒the　more　meanings　it　has”or”The　older　the’scholarly

kango’the　shorter　it　is”．　A　kango　is　intrinsically　limited　in　length。　Also，

ifwe　remember　that　Japan　was　greatly　influenced　again　and　again　by　Chinese

culture　brought　over　from　th停　continent　of　Asia，　it　seems　reasonable　to　think

that　the　way　in　which　kango　gained　new　meanings　or　lost　them　was　very

different　from　what　happened　to　words　compOsed　of　Japanese　elementS（wago），

and　had　an　artificial　or　polit三cal　dimension．　in　the　case　ofa　meaning

acquired　in　this　way，　there　would　also　be　the　possibility　ofthe　word　being

marked　as（lifferent　even　from　synonymous　words－as　being，　fbr　example，　a

literary　word　or　having　a　new　numce　or　in　some　other　way．　This　very　flexibIe

character　of”new　kango”，　still　detached　from　Japanese　cUlture，　might

influence　their　degree　of　pOlysemy　and　selection　of　and　selection　of　these

words　in　use．

The　remaining　8　relationships　more　or　less　match　the　types　of　functiens

provided　by　Synergetic　Linguistics，　and　it　would　appear　that　the　relationship

shown　by　this　theory　is　established　as　an　overall　tendency　in　Japanese　Meij　i

era闘scholarly　kango冒’．

Chapter　7　The　selection　of”scholarly　kango’l　in　basic　vocabulaIy　I孟sts

7．1．Summary　of　the　research

7．2．”Scholar五y　kango”ln　Sakamotols”Education　Basic　Vocabulary”fbr　Japallese

　　　　　children

7．3．”Scholarly　kango”in　the”Japanese　Education　Basic　Vocabularジfbr

　　　　　fbreign　adults　selected　by　the　Nat孟onal　Language　Research　Institute
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7．4．The　degree　of　basicness　of”scholarly　kango”in　present　day　vocabulary

Chapter　7　The　selection　of　”scholarly　kango”in　basic　vocabulary　lists

Iinvestigated　the　level　of　importance，　number　of　strokes，　and丘equency　of

use　in　magazines　fbr”scholarly　kango”used　in　Sakamoto豊s”Education　Basic

Vocabularジfor　Japanese　children　and　the”Japanese　Education　Basic

Vocabulary「冒fbr　fbreign　adults　selected　by　the　National　Language　Research

Institute．　In　both　these　basic　vocabUlaries，（1）there　was　a　positive

relationshlp　fbr”level　of　importance（Y）versus　stroke　number（X）”，（2）a

negative　one　for　”frequency　of　use（Y）versus　stroke　number（X）”，　and　again

（3）anegative　one　fbr”丘equency　of　use（Y）versus　level　of　importance（X）”．

T　tests　showed　that　two　ofthese　six　relationships　were　not　significant：in

the　case　of　Sakamoto重s　EBV　the　”frequency　of　use（Y）versus　stroke　number（X）”

relationship，　and　fbr　EBV　of　NLRI　the”level　ofimportance（Y）versus　stroke

number（X）1’relationship．　Also，　when　1　did　an　analysis　to　determine　whether　or

not　there　is　a　difference　in　the　manner　of　employment　of”scholarly　kango”in

the　two　kinds　of　vocabulaπy　lists，　the　result　was　there　is　a　statisticaI

correladon　between　the　two，　i．e．　statistical　ly　no　difference．

Chapter　8　Conclusion

8．1．Summary　ofthe　analysis　results

　　8．1．a．　Comparison　of　different　editions　of　”Tetsugaku　Jii”

　　8．1．b．　Foreign　language　dictionaries

　　8．Lc．　Simple　comparison　with　words　in　vocabulary　lists

　　8．Ld。　Complex　comparison　With　wordS　in　vocabUlary　lists
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　　8．1．e．　Results　of　analysis　using　Synergetic　Linguistics　theory

　　8．Lf　Basic　vocabulary　and“scholarly　kango”

8，2，Future　tasks孟n四scholarly　kango四research

Chapter　8　　Conclusion

From　my　research　so　far，　the　changeover　period　in　which　the　influence　ofthe

early　Meij　i　weakened　and　the　pattern　of　today’s　vocabulary　began　to　take

shape　can　be　inferred　to　extend　from　about　1900　to　about　l　920，0r　the　last

decade　of　the　Meij　i　era　and　the　first　of　the　Taish6　era．

It　can　be　assumed　that　factors　external　to　language，　such　as　the　social

background，　played　a　large　part　in　this　kind　of　change　in　vocabulary．　In

earlier　research”the　spread　and　improvement　offbreign　Ianguage　education”is

considered　as　one　causative　agent，　and　the　weakening　of　the　tradition　of，

studying　classical　Chinese夏iterature，　as　seen　the　heated　debate　of　1900－03

0ver　whether　to　keep　or　abolish　classical　Chinese　in　middle　school　must　also

have　been　an　impOrtant　factor．　This　debate，　occurring　between　the　Sino－

Japanese　War　of　1894－95　and　the　Russo－Japanese　War　of　I　904－05，　can　be　seen

as　a　tuming－point　in　educationa丑poIicy，　with　a　fall　in　the　value　attached　to

classical　Chinese　in　education　and　an　increase　in　the　importance　attached　to

European　Ianguages．　It　may　be　that　this　situation　combined　With　victory　in　the

Russo－Japanese　War　to　shift　public　opinion　in　the　direction　of　”the　mindless

worship　ofenthusiasm　for　eveiything　European”（”Kokugo　Goi－ron「，（”Study　on

the　Japanese　Vocabulaly“））．

This　study　has　presented　an　overview　ofthe　changes　in”scholarly　kango”

vocabulary　over　a　period　of　about　1　50　years，　mainly　by　means　of　qumtitative

tec㎞ques．　in　the　next　stage　of　my　researc転Ihope　to　broaden　the　scope　of
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my　inquiry　to　investigate　changes　in　the　meaning　of”scholarly　kango”and

comparison　with　loanwords，　pursuing　quantitative　analysis　of　changes　in　the

vocabulary　ofJapanese　from　Meij　i　era　to　the　present　day．　I　would　also，　at　the

same　time，　to　examine　what　quantitative　techniques　are　suited　to　the　analysis

ofsuch　changes　in　the　vocabu星ary　of　Japanese．

Note

This　stUdy　inciudes　some　ofthe　results　of　research　carried　out　With　a

Research　Fellowship　of　the　Japan　Society　fbr　the　Promotion　of　Science（JSPS）

f（）r　Young　Scientists　and　a　Japanese　Ministry　ofEducation　Grant　in　Aid　for

JSPS　Fellows　from　1995　to　l　997．
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R6sum6

Etude　quantitative　de　la　diffUsion　des　termes　savants　de　1’合re　Meij　i

（Table　des　mati6res　et　r6sum6）

Chapitre　l　Buts　et　ani6re－plan　de　I’6tUde

1．1．Buts　de　la　th合se

1．2．Le　langage　japonais　et　les　changements　sociaux　depuis　le　d6but　de　rさre

　　　Me頓

　　1．2．a．　La　r6ception　de　la　culture　europeenne

　　l．2．b．　Les　caract6ris廿ques　du　vocabulalre　du　d6but　de　I’6re　Me巧i

1．3。Th60ries　du　changement　historique　dans　Ie　vocabula血e

l．4．Mat6riaux　de　recherche　et　m6thode　d蜜analyse

Chapitre　l　Buts　et　ani合re－plan　de　r6tude

Ce賃e　6加de　a　et6　entreprise　afin　d’6tablir　un　panorama　quantitatif　des

changements　historiques　dans　le　vocabulaire　j　aponais．　L’ere　Meij　i（1868－1912）

ft賦　une　p6riode　durant　laquelle　le　v㏄abulaire　s’est　d6veloPP6　a　une　Vitesse

pardculi合1ement　rapide，　avec　rintroduction　d’616mentS　de　ciVilisation

europ6ens．　J量ai　voulu　clarifier，　essen亘ellement　par　des　m6thodes

quantitatives，　la　mani合re　dont　Ies　mots，　pour　exprimer　de　nouveaux　concepts

－s磁oat　des　termes　savants－，　ont　ete　introdUitS　durant　1’合re　Meij　i，　et　la

mani6re　do瓜dans　les　d6cennies　suivantes　jusqu’a　1’6pOque　actuelle，　ils　ont

pris　racine　et　se　sont　diffUs6s　ou　bien　ont　6chou6　a　s響implanter　et　ont

磁sparu．　J’ai　Oompuls61a　bibliographie　existante　sur　les　changements

lh19面stiques，　mais　la　recherche　sur　le’量changement　historique　dans　Ie
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vocabulaire　et　ranalyse　quantitative”est　tr合s　limit6e．　Jusqu’a　presenちdans

la　r㏄herche　sur　le　v（xcabUlaire　de　l’6re　Me麺i－en　particl血er　le　nouveau

kango（mots　en　caract6res　chinois　n6s　du　chinois）et　Ie　kango　transform6　en

japonais　qui　a　introdult　les　616ments　de　ciVilisation　euroP6ens　dans　une　fbrme

nouvelle－，1a　recherche　a　port6　sur　1’histoire　de　mots　indiv｛duels．　Ce　type　d’

6tude　est　de　grande　valeur，　mais　je　pense　qu’il　est　aussi　important　de　s壁

int6resser，（㎞　une　perspect｛ve　plus　Iarge，　aux　tendances　du　langage　dams

Ieur　ensemble　pour　cette　p6riode，　et　que　pour　cela，　il　serait　perdnent　de　ne

pas　se　contenter　dexemples　mais　de　proc6der　6galement　a　des　analyses

quantitatives　de　vocabulaire．

Dans　cette　6tude，　je　me　suis　concentr6e　sur　des　temles　savants　par　lesquels　de

nouveaux　concepts　euroP6ens　ont　6t6　introduits　sous　Ia　fbme　du　kango　du㎜t

rさre　Me頓，　et　j’ai　analys61es　tendances　g6n6rales　en　6tudiant　les

changements　intervenus　depuis　cette　p6riode　j　usqu奪a　r6poque　actuelle，　en

par口culier　la　di飾sion　et　la　frequence　de　mots　de　mani合re　a　dessiner　une

image　composite　bas6e　sur　diff6rents（tictionnaires　et　listes　de　vocabulaire．

Concemant　les　m6thodes　de　ranalyse　quantitadve，　outre　rana玉yse　de　la

n…gression　de　base（r6gression　lin6aire，　non　lin6aire，　simple，　multiple）et　le

test　de　Ch重ca］rl絶，　avec　tableau　de　2　colonnes　et　2　1ignes．　J’ai　aussi　uti蓋is6

de　fagon　exp6rimentale　une　m6thode　statistique　assez　nouvelle　appelee　analyse

de　donn6es　exploratrice，　une　sorte　d’analyse　de　r6gression－r69ression　a　une

courbe　apPe互6e　la　courbe　Piotrowski；et∫ai　u廿lis61a　th60de　de　la

Iin蜘que　S獅erg6dque幡laquelle，　rεce㎜ent，1a血60ゴe　a　6t6

血tlroduite　depuis　la　Synergetique　（㎞s　Ia　physique．

Chapitre　2　Le‘‘kango　savant”dans”Tetsuga㎞Jii「，
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2．2．Le　vocabulaire　d’Amane　Nishi

2．2．㈹Tetsugaku　Jii“et　Tets両irδInoue

2．3，Le　pr㏄6d6　de　cr6ation　de　la　table　kango

2．4．1£　vocabUlaire　de　‘σ］『etsugaku　Jii”

　　2．4．a．　La　variation　dans　le　nombre　de　yakugo（mots　traduits）selon　r6dition

　　2．4．b．　Aspects　de　Ia　variation　dans　le　yakugo

Chap拍℃2　Le‘‘kango”savant　dans”Tetsugaku　Jii，t

Parmi置es　termes　euroP6ens　sp6c孟alis6s　ou，　pour　etre　plus　pr6cis，　savants　du

d6but　de　1’6re　Me瑠i，　deux　616ments　bien　co㎜匙聡sont”gainen”（”concept”）et

闘tetsugaku”　ぐ’phiIosophie響’）；tous　deux　furent㎞vent6s　par　Amane　Nishi．　J’ai

extrait　des　oeuvres　de　Nishi－y　compris　ses　traductions－plus　de　2000　mots

dans　lesquels　un　vemis　du　mot　original　est　fbumi　en　katakana（eCritUre

syllabique　japonaise　utilis6e　surtout　pour　des　termes　6trangers）ou　en

eCriture　alphabetique．　L’un　des　butS　de　mon　etUde　consiste　a　voir　comment　ont

P貞sracine　dans　le　pub丑ic　les　mots　par　lesqueIs　ont　6t6　introduits　des

¢16mentS　de　ciVilisation　europcSens．　Comme　base　de　comparaison，　sont

pr6f6rables　les　mots　pour　Iesquels　on　peut　fixer　la　p6riode　de　traduction　a

partir　de　la　date　de　la　publication　ou　d聲autres　616ments；et　pour　la

comparaison　avec　des　liStes　de　v㏄abulaire　ou　Ies　dictionnaires，1e　traitement

statistique　eSt　plus　facile卿r　des廿aduc廿ons　sous　forme　de　motS

由dividuels　plut6t　que　pour　ceUes　qui　pre㎜ent　la　forme　de　phrase

expli面ve．　Ce卿（lanち　comme　on　ne圓pas伽que　le　v㎜b皿ahe欝semb16

a蜘des　oeuvres　de　Nishi　remplit　ces　conditions，　j’ai　selec　tionn6◎o㎜e

mat6riel　de郵㏄herche　le　1冒Tetsuga㎞Jii”de　TetSuj　ir6　houe，　qui　est　aussi　une

㏄uvre　du　d6but　de　1’合re　Me琶i　mais　plus　appropri6e　au　but　de　mon｛Stude．　Je　r

ai　utilis（le◎omme　source　pOur　etablir　une　liste　de　”kango　savant”，　qUi　eSt　la
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base　de　ma　r㏄herche（㎞s　ce　chapitre　et　dans　les　suivants，　et　j’ai　aussi　pris

en　compte　le　v㏄abulaire　de　Nishi，　qui　a　cr66　tant　de　nouveaux　termes

acad6miques．

De　plus，　tout　en　6tudiant　des　temles　de　Nishi，　qui　a　traduit　ou　expliqu6　un

grand　nombre　d’¢crits　acad6miques　europ6ens　depuis　la　fin　du　Sho緋mg　jusqu’au

d6but　de　1’ere　Meiji，　j’ai　analys61es　variations　dans　le　yakugo（mots

廿aduits）des　premi¢re，　de田d合me　et　troisi合me　6ditions　du“Tetsugaku　Jii璽電，　une

oeuvre　dont　Tetsuj　iro　Ihoue　a　organis61a　compilation．　Certains　chercheurs　ont

qualifi61a　troisi6me　6dition　de”nouveau　livre　ou　presque”：cela　est　peut－

etre　dαades　changements　tels　que　raddition　d’un　grand　nombre　dentr6es，　V

insertion　de　mots　d電皿e　langue　europeenne　autre　que　1’anglais　£omme　indiqu6

dans　le　titre　四anglo－franco－german（》japonais聾，　un　type　plus　petit　et　un　fbrmat

dif驚rent　Cependanちconcemant　le　yakugo，1a　troisi合me¢（lition　a　gard6　un

tr色s　g【and　nombre　des　616ments　de　Ia　premi6re　6（lition．　Bien　des　fbis，　des　y，

apPort6s　a　la　seconde　6dition　par　Nagao　Ariga　fUrent　enlev6s　et　des　yakugo　de

la　premi¢re　6dition，　enlev6s　dans　la　deuxi6me，　fUrent　r6tablis．　De　plus，　outre

1’61imination　de　cer面nes　entr6es，　certains　yakugo　fUrent　enlev6s　mais　hloue

s’ef正brg亀dans　la　mesure　du　possible，　de　garder　le　yakugo　de　la　premi合re

edjtion　et　d6viter　de　g㎜ds　changements．　De　meme，　dans　certains　y　on　peut

voir　r血㎡1uence　de　mots　invent6s　par　Amane　N｛shi．

Chapitre　3　　Le　‘‘kango　savant”　dans　les　dictionnaires　de　langue　¢trangere

3．1．R6sum6　de　la　recherche

3．2．La　r㏄herche　de　Miyajima　et　la　courbe　de　Piotrowski

　　3．2．a．　La　recherche　de　Miyajima

　　3．2．b．　La　coulbe　de　Piotrowski
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　　3．2．c．　Analyse　des　dom6es　de　Miyajima　av㏄la　courbe　de　Piotrowski

3．3．Compa面son　du　kallgo　dans”Tetsugaku　Jii量’av㏄des　dictiomaires　de

　　　　Iallgue　6trangere

　　3．3．a　Mat6riaux　de　recherche

　　3．3b．‘‘Kango　savant”utilis6　dans　Ies　dictionnaires　de　langue　6trang合re

　　3．3．c。　Degr6　de　ressemblance　du‘‘kango　savant”dans　les（lictionmaires　de

　　　　　　　Iangue　6trangさre

　　3．3．己　Analyse　du‘‘kango　savant”avec　Ia　courbe　de　Piotrowski

　　3．3．e。“Kango　savant”et　dictionnaires　de　langue　6trangさre

Chapitre　3　　Le　“kango　savant”　dans　les　dictionnaires　de　langue　6trang合re

∫ai　6加di6　comment　les　motS　savantS　de　kango（㎞s　le”Tetsu脚Jii”，　publi6

en　l　881，0nt　et6　adopt6s　comme　entr6e　dans　les　dictionnaires　de　1arigue

6trangere　et　dans　quelle　proportion　ils　ont　pris　racine．　J’ai　6tudi6　14

dictionnaires　de　laligue　etrang6re，　depuis　le　dictionnaire　JapOnais－Po血lgais

de　l　603－4　j　usqu’au（lictionnaire　Japonais－Anglais　de　KenkydSha　de　1974．　Deux

points　en　particUlier　sont　a　noter　a　propos　de　la　fortUne　du‘‘kango　savant”

dans　ces　dictionna｛res　de　langue　6trang合re：（1）les　mots　qui　se　trouvaient

d（Sja　dans　les　dictionnaires　avant　leur　utilisat孟on　dans董e　1璽Tetsugaku　Jii畦馨

sont　assez　peu　enclins　a　dispam£tre，　alors　que（2）pa㎜i　le　groupe　de　motS

utilis（is　pour　亜a　premiere　fbis　dans　le　dictionnaire　Japonais－Anglais　de

Hepburn（3合6clitio恥1886）ou　dans畳e　dictionnaire　Japonais－Anglais

de　Takahashi（1888），　cerdans　mots　ne　sont　pas　u顧s6s　dans　Ies　am6es　recentes．

11existe　aussi　des　mots　qui　sont　apparus　dans　les　dictionnaires　de　Iangue

6tlang6re　mais　qui　ont　disparu　assez　Vite．

SH’on　6tUdie　Ies　ressemblances　dans　Ia　s61㏄tbn　du‘‘kamgo　savarlt”dans

dif騰rents　dictionnaires，　on　peut　d重stinguer　deux　6coles　de　dictionnaires，
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compil6s　essendellement　par　des　mlssionaires　jusqぬu　miheu　de　1’合re　Meiji，

et　cenains　essentiellement　par　des　Japonais　apr合s　la五n　de　1’合re　Me尊i．　Les

r6sultats　statis辰ques　montrent　un　grand　degr6　de　simila亘t6　entre　la　seconde

c｝dition　du　dictめnnaire　JapOnais．Angals　de　Hepbum（1872）et　le　dictionnaire

Japonais－AIlemand　de　Lehmann（1877），　et　entre　la　troisi合me　6dition　du

dictionnaire　de　Hepbum　et　le　dictionnaire　JapOnais－Anglais　de　Takahashi．　Cela

peut　indquer　que　le　dictionnaire　de　Lehmann　a　utilis6　comme　r6fるrence　la

seconde　6dition　de　celui　de　Hepb㎜，　et　que　Ie　choix　des　mots　dans　le

dictionnaire　de　Takahashi　suit　celui　de　la　troisi合me　6dition　de　Hepb職6tant

donn6　que　Goro　Takahashi　a　collabor6　a　la　compilation　de　Ia　troisi合me　6di恒on

de　Hepbum　Le　degr6　de　similarit6　entre　le　dictionnaire　Japonais－Frangais　de

Lemar6chal（1904）et　le　dictionnaire　Japonais－Anglais　de刑dchi　houe　indiqu6

par　la　valeur　de　Phi　n「est　pas　tres　61ev6；cela　montre　peut宅tre　que　les

dictionnal面es　post6rieurs　a　celui　de　J伽chi　Inoue　fbrment　un　courant　assez

diff（…rent　de　ceux　compil6s　par　des　missionnaires　jusqu’a　cette　6poque．

La　qu　ntit6　de　correspOn（㎞ces　de　termes　savants　（㎞s　les　dictionnaires　de

Iangue　6trang合re　montre　une　tendance　g6n6rale　croissante，　et　on　peut　remarquer

maccroissement　impOrtant　depuis　la　troisi合me　6didon　de　Hepb㎜．　L電allalyse

de　r6gression　avec　la　courbe　de　Piotrowski　montre　clairement　que　l’

accroissement　des　mots（㎞s　les　dictionnaires　de　langue　6trang合re　fbmle　une

partie　d蟹une　oourbe　en　S．　Ce　n’est　pas　une　simple　courbe　en　S，　car　elle

pr6sente　un　cπeux　dans　la　pente　descendante．　Si　l聖on　estime，　a　partir　de　la

coufbe　de　r69ression，霊a　p6riode　oU　sa　v重tesse　d’accroissement　est　devenue

parむ’cUliξrement　lente，　il　appara含t　que㏄飢autour　de　1905　que　le　nombre　de

mots　utilis（ls　dans　les　dictionnaires　de　langue　6trang合re　s’est　stabilis6，　En

termes　de　mat6riau）～cela　coπespond　a　la　p¢riode　comprise　entre　Lemar6chal　et

Inoue．　Meme　avant　Lemar㏄hal，　environ　1000　mots　de“kango　savant”sont

副i廊（㎞les　dic廿omaires，　mais　si　on伽die　les　mat6燃Oomme　un

touちdest丑a　p6riode　a　laquelle，　au　plus　tar¢le　nombre　de　mots　utilis6s　a
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6t6　Plus　ou　moins　fix6．

Chapitre　4　EtUde　comparative　simple　du‘‘kango　savant”et　de　mots　dans

　　　　　　　　　　differentes　listes　de　vocabulaire

4．1．R6sum6　de　la　recherche

4．2．Comparaison　s㎞ple　avec　un　relev6　du　vocabulaire　de　l161x）que　actuelle

　　4．2。a．　Comparaison　simple　avec　un　relev6　du　vocabulaire　de　90　magazines

　　42．b．　Comparaison　simple　avec　un　relev6　du　vocabulaire　de　joumaux

　　4．2．c．　Compalaison　simple　avec　un　relev6　du　vocabulaire　de　la　t616vision

4．2．d．㎏“kango　savant”（ians　les　m6dias　actUels

（Note　addido㎜elie）Le　vocabulaire　utilis¢（ians　le　j　oumal　Yabin　H（痂

　　　　　　　　Shinbun

4．3．Compamison　simple　avec　la　liste　des　termes　du　magazine　Chα6　K6ron

　　4．3．a．　La　structure　statistique　du‘‘kango　savant”dans　Ch｛i6　K6mn

　　4．3．b。　Le　degr6　de　ressemblance　du‘‘kango　savant”dans　Cha6　K6ron

4．4。Compalaison　simple　avec　le　vocabulaire　de　romans

　　4．4．a．　La　structure　statisdque　du‘‘kango　savant”dans　des　romans

　　4．4．b．　Le　degr6　de　ressemblance　du‘‘kango　savant”dans　des　romans

　　4．4．c．　Analyse　du‘‘kango　savant”（盤ms　des　romans　d’apr¢s　la　coulbe　de

　　　　　　　　Piotrowski

4．5．Bi豊an　des　r6sUltatS

Chapitre　4　EtUde　comparatlve　simple　du‘‘kango　savant”et　de　mots　dans

　　　　　　　　　　dif驚rentes　liStes　de　vocabulaire

∫ai　Oompare，　terme　a　temle，1e“kango　savant”du　d6but　de　l’合re　Meiji　avec
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des　donn6es　provenant　d’etUdes　du　vocabUlaire　des　medias　d’apies－guerre

－magazines，　joumaux　et　t61¢vision－．　Jla重d6◎ouvert　que　la　Iiste　des　termes

les　plus脱quents　est　plus　ou　moins　la　meme　dans　les　trois　m6dlas　et　que，

bien　que　peu　de　mots　appartiement　a　la　cat6gorie　de魚∋quence藍a　plus　61ev6e，

beaucoup　apPartiennent　aux　cat6gories　les　p翼us　proches．　De　plus，　pour　la

t616Vision，　bien　qu1君s’agisse　du　meme　m6di姥on　observe　u無e　pedte

dif驚rence　dans　la　mani合re　dont　les　mots　ont　pris　racine　entre　les　mots　sur　l「

6cran　et　les　mots　du　son，　ctest－aくlire　entre　le　langage　ecrit　et　le　langage

parl6．　Les　mots　introduits　dans　Ie”Tetsugaku　Jiit’ont　6t6　introduits　a　la

meme鯛ue　co㎜e　des　mo給abs圃魯s蜘lis6s，　mais　il　ap蜘ち　d’apres

les　r¢s曲ats　de　l’6tude，　qu’ils　appartiement　maintenant　au　noyau　central　du

vocabulaire　essendel　pour　la　vie　de　tous　les　jours　pour　exprimer　des

◎on㏄pts　abstraits　actuels．

Comme　r6ference，　j’a｛compar6　la　frequence　du“kango　savant”（lans　un　joumal

o伍ciel　du　d6but　de　rさre　Meiji，　le　Yαbin　Hδchi　Shinbun』av㏄sa　f陶uen㏄

dans　des’joumaux”actuels，　et　les　r6sultats　ont　montr6　ulle　corr　61ation

statistique　entre　Ies　deux．

De　plus，　j’ai　6tudi6　1a　post6rit6　historique　du　‘‘kango　savant”　en　menant　une

comparaison　terme　a　terme　avec　les　resUltatS　d’une　etUde　de　vocabUiaire　du

magaz血e　cha6　K6ron　de　1906　a　1976　et　le　vocabu1ε血e　de　romans　de　6gai

Mori，　S6seki　Natsume，　Naoya　Shiga，　RyOnosuke　Akutagawa　et　Osamu　Dazai．

Dans　le　cas　du　Ch負6　K6ron，　il　appamit　que，　meme　apr合s　l’entree　dans　le　206

si合cle，　la　diffhsion　du　‘‘kango　savant”　progresse　et　qulil　cont血ue　a　etre

utihs6　jusqu’a　nos　jours．　De　p藍us，　pour　parler　s血伽ellement，　i星n’existe

pas　de　pard。pris　fbrt　a　quelque　moment　et　la　distribudon　est　assez

semblable．　Cependanち㏄Ue　sim冠arit6　n置est　pas◎ompl¢tement　u疽fbrme：

10rsque　la　dif匠…rence　entre　la　date　des　6chan廿110ns　est伽ble，　la　si血larit6
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est　grande，　mais　elle　diminue　quand　Ia　dif臨ence　de　date　augmente．

Dans　le　cas　des　romans，　il　y　a　tr合s　peu　de‘‘kango　savant”sp6cifique

aShiga　ou　Akutagawa　eちsi　lbn　prend　les　cinq　auteurs　ensemble，1e‘‘kango

savant　atendance　a　d6croitre　assez　fbrtement．　Si　ron　analyse　le　degr6　de

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　similarit6，0n　ne　voit　aucune　corr61ation　statlstique　entre　Ogai　et　S6se短，

mals　chez　AkUtagawa，　Shjga　et　Dazai，　ru顧sation　du　kango　est　plus　semblable

que（㎞s　n’impo貢e　quel　groupe　form6　de　r田1　de　ces　trois　avec　les　deω【

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハ
a応es．　On　peut　penser　que　Ogai　et　S6seki　comaissaient　bien　mieux　les　bases

du　Kangaku（litt6rature　chinoise　classique）que　la　g6n6ration　suivante，　et

㏄la　n璽est　peut－etre　pas　seulement　une　question　de　di　ff6rence　individuelle

mais匙me　quest孟on　de　g6n6ration．　Cela　exp1｛que　peut－etre　la　tendance

mentiom6e　plus　haut，　a　savoir　le　d6clin　du‘‘kango　savant”dans　les　romans．　De

plus，　si　ron　examine　la　tendance，　pour　chaque　6crivain，　a　accro宝tre　le　nombre

de　ses　mots　avec　le　temps，　S6seki　montre　une　augmentation　assez　douce，　mais

　

Ogai　pr6sente　un　nombre　de　phases　bien　diff6rentes，　et　ses　r6sultats　montrent

probablement　des　changements　dans　la　mati6re　et　le　style．　A㎞tagawa　et　Dazai

montrent　aussi　une　augmentation　assez　douce，　mais　dans　le　cas　de　Shig竃le

nombre　de　mots　dif驚rents　est　assez　petit　au　regard　du　volume　de　son　oeuvre．

La　proportion　de‘‘kango　savant”qui　coincide　dans　Chα6　Kδron　depu五s　1906　est

bien　plus　petite　que　la　propor嫉on　de　kango　savant　qui　coincide　av㏄　1es

r6s瓦∬tats　de　r6tude　de　Y倉bin　H6chi　Shinbun（1877－78）；d，autre　part，　on

observe　une　diffるrence　de　g6nεration　dans　le　vocabUlaire　employ6　par　6g湖et

Sδseki　en　compamison　avec　les　trois　autres　auteurs．　A　partir　de　ces　deux

faitS，　il　apPara震t面t　que　Ia　p6riode　jusqu督a　1900　environ幡　玉aquelle　le

‘‘

汲≠獅№潤@savant”　a　6t¢　soutenu　par蓋a　connaissance　de　藍a　litt6rature　chinoise

classique　par　les　classes　6duqu6es－6tait　pour　a孟nsi　dire　une　p6r孟ode　d書essai

pour㏄geme　de　mots，　et　une　g1ande　variet66tait　utilis6e　par　r

intelligentSia；mais　ensuite，　Ie　nombre　uti亘is6　s’est　de　plus　en　plus　r6duit
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alors　que，　paral1合lement，　les　mots　ayant　sulv6cu　se　sont　largement　diffUs6s，

pour　fbrmer，　finalemenちune　partie　du　noyau　du　v㏄abulaire　actuel．

Chapitre　5　　］巳tude　comparative　complexe　du　‘‘kango　savant”　et　du　vocabUlaire

　　　　　　　　　　dans　dif驚rentes　listes　de　mots

5．1．R6sum6　de　la　recherche

5．2．Comparaison　complexe　avec　des　listes　de　v㏄abulaire　et　autres　proc6d6s

53．“KImgo　savant”dans㎜dictionnaire　de　Japonais　actue1

　　53．a．　Division　en　groupe　selon　la　fヒ6quence　d’utilisation

　　5。3．b．　Caract6ristiques　de　chaque　groupe

5．3．c．　Analyse　statistique　multiple　du　changement（㎞s　les　te㎜es

5．4．‘‘Kango　savant”dans　un　dictiomaire　de　Japonais　non　actUel

5。5．］しesch6ma　de　Vie　du“kango　savant”durant　1’合re　Meijj

Chapitre　5　Etude　comparative　complexe　dポ‘kango　savant”et　du　vocabulaire

　　　　　　　　　　dans　diff6rentes　Ilstes　de　mots

∫ai　divis（51e“㎞go　savant”dans”Tetsuga㎞Jii”en　groupes　d「aptes　les

r6sultats　d冒une　comparaison　entre　dlf騰rentes　listes　de　vocabulaire　et　j’ai

6tUdi61es　c蹴c面stiques　de　chaque　groupe．　J’ai　combin61es　r6sUltatS　d’me

oomparaison　sur　une　6tude　de　vocabUla｛re　d冨un　joumal　otEciel　de　r合re　Meiji

et　les　r尊sultats　dune　comparaison　sur　une　6tude　de　vocabulaire　de　magazines，

journaux　et　t616vision　d響apres－guerre，　et　j　e　les　ai　diVises　en　groupe　et

lndex．　La　combinaison　de　ces　6tudes　《listantes　de　plus　d「un　si｛｝cle　visait　a

obtenir皿e　id禽g6n6佃e　du　ch㎝gement伽Mi蜘on　du㎞go　s釧㎝t

durant　ces　deux　p6riodes。
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De　plus，　pour　combler　le　trou　entre　les　deux　6tudes－r毛me　por寝mt　sur　le

d6but　de　l’合re　Meiji　et　rautre　sur　la　p6riOde　d響apr6s－guerre－je　me　suls

repOrt6e　aux　r6sultats　d’une　6tude　de　v㏄abulaire　du　magazine　Chn6　K6ron　de

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハ
1906al976　et　aux　r6sultats　d’une　6tude　de　vocabulaire　de　romans　de　Ogai，

S6seki，　Shiga，　Akutagawa　et　Dazai，　qui　s’6talent　sur　la　p6riode　du　milieu　de

rさre　Me麺i　au　d6but　du　Sh6wa（fin　19さ一d6but　206　s。）．∫ai　udlis61電analyse

de　r6gression　multiple　pour　d6terminer　s｛le　vocabulaire　de　Ch倉δK6mn　et　des

romans　a　une　corr61ation　plus　forte　avec　les　r6sUltatS　de　1’6tUde　de　j　oumaux

du　d6but　de　1’合re　Meij　i－qui　ont　pr6c6d6－ou　avec　ceux　d’6tudes　de　magazines，

journaux　et　t616vision　d曾aprさs－gueπe，　qui　ont　suivi．　On　peut　alors　voir

lequel，　du　vocabulaire　du　debut　de　r合re　Me垣ou　de　rapr合s－guerre，　est　le

plus　proche．　Concemant　les　mots　de　kango　savant　apparus　dans　les　romans　au

milieu　de　rさre　Meij　i，　certains　ont　d6clln6，　et　dautres　ne　sont　pas　apparus

en　premier　lieu　dans　Ies　romans，　mais　ont　6t6　davantage面lis6s　et　ont

finalement　fait　leur　premi合re　apparition　dans　la　litt6rature．　Avec　1’analyse

de　regression　multiple　pour　6tudier　de　fagon　statistique　de　tels　changements，

∫ai　recherch6（1）jusqu’a　quand　la　disnibution　du　d6but　de　1’ere　Me巧i　a　eu

de　rinf1鵬nce　et（2）apa血r　de　quand，　approximativemenちle　sch6ma　de

vocabUlaire　d’apr6s－guerre　commence　a　apParaitre．

Concemant　Ies　mots　de“kango　savant”du　d6but　de　l1合re　Me麺i　qui　se　trouvent

dans　des　dic廿omaires　de　Japonais　d’apr6s－guerre　et　qui　sont　largement

utilis6s，　on　peut　Oonsid6rer　que，（㎞s　les　a㎜6es　20，1e　sch6ma　dgu廿lisation

du　d6but　de　1’6re　Me伽disparu　et　que　celui　de　1’apr合s－guerre　commence　a

appalaitfe．

De　plus，1’infiuence　des　termes　d’Amane　Nishi　eSt　fortement　eVidente（㎞s　Ies

mots　qui，　pense－t．o恥ont　6t6　invent6s　au　d¢but　de　l’合re　Meiji　et　nlont　pas

beau◎oup　P頁s　mc㎞e騨1醜e　co㎜t叫clest曲e　qUi　ne　figurent　pas
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dans　les（五cdonn廊res　d’ap蛇s。guerre．　On　salt　que　Nishi　a　cree　un　grand

nombre　de　termes　de“k田lgo　savant”de　ll¢re　Me麺i　mais，　bien　que　Ie

”Te重suga㎞Jii”ait　admis　et　utilis6　ces　mots　dans　une　tr合s　grande　proportion，

i墨semble　qu’une　grande　panie　d璽ent1re　eux　n「ait　pas　pris　racine．

Chapitre　6　　Analyse　du　‘‘kango　savant”　d’apres　la　th60rie　de　la　lingUistique

　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　コ　　　　　　　　　　SynergetlqUe

6．1．R6sum6　de　la　recherche

6。2．Th合mes　6tudi6s

　　6．2。a．　Longueur　des　mots（mora）

　　6．2，b．　Longueur　des　mots（nombre　de”traits”）

　　6．2．c．　Age　des　mots

　　6．2．d．　Degre　de　polys6mie

　　6．2．e．　Fr6qence　dans　les　magazines

　　6．2．f　Fr｛…quence　（㎞　1es　journaux

6。3．Analyse　de　r6gression　de　la　relation　en赫e　les　616mentS

6．4．ApPlicadon　de　la　th60rie　de　la　linguistique　synerg6廿que

6．5．Caract6ristiques　s伽stiques　du“kango　savant”de　l，合re　Meiji

Chapitre　6　　Analyse　du‘‘kango　savant”　d’aprさs　la　theorie　de　la　Iinguis丘que

　　　　　　　　　　synerg6疲que

∫ai　6tudi61a　relation　entre　des　carac飴ristiques　de】a　longueur　de　mots　de

“㎞go　saumt”（mora，　nombre　de”traitS”，含ge，　nombre　de　sens（degrd　de

polys6mie），丘eqUence　dans　les　magazines　et　frequence　dans　les　joumaux）et　j響

ai　examin6　（㎞　quene　1nesure　elIes　correspondent　aux　types　de　fonOdons
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6tabhes　par　丑a　th60rie　de　量a　linguistique　synerg6dque．　La　hnguisdque

synerg6tique，　surtout　d6veloPP6e　en　Allemagne，　a　pour　but　la　syst6matisa“on

quantitative，　sous　forme　de　differentes　lois　linguistiques　des　formUles－，　dl

aut（トregulation／aut（Forgani…繍on　dans　le　langage。

Les　r6sultats　sont　significatifs　du　point　de　vue　statist重que　pour　toutes

les　relations　entre　616ments　sauf雌ge　et　la丘るquence．　De　plus，　dans　la

r6partition　des　donn6es，　quand　l’analyse　s’est　faite　en　divisant　1’亀ge　des

mots　en　3　groupes，（a）7さ一96　s．，（b）10合一15合s．，（c）16合一19さs，，μ㎡bis，　la

τelation　entre　le　nombre　de　sens　et　la　Iongueur　des　mots　n’est　pas

significative．　Le　principe　selon　lequel“Plus　ancien　est】e　moちplus

丘6quente　son　utilisation”ne　slapPlique　pas　to両ours　au‘‘kango　savant”，　et　on

ne卿t醐oゆ砿s曲e　ni　que冒’Plus　ancien　est　un　mot　de‘㎞即sav㎝t’，

plus　il　a　de　sens”，　ni　que”Plus　anc孟en　est　un　mot　de‘kango　savant’，　plus　il

est　court雪1．　Un　mot　de　kango　est　par　essence　limit6　dans　sa　long鵬ur．　De　plus，

si　l’on　se　rapPelle　que　le　Japon　a　beaucoup　6t6　influenc6　par　畏a　cu置ture

chinoise　venue　d’Asie，　on卿t鱗er　que　le㎞go　a　ga帥60u即u　de

nouvelles　signi丘cations　d蟹une　mani合re　dif驚rente　de　ce　qui　est　amiv6　pour

des　mots　compOses　d量616ments　japonais（wago）et　qui　a　une　dimension

artif三cielle　ou　politique．　Pour　une　signification　acquise　de　cette　mani合爬，　on

PeUt　aussi　Pense岬e　le　mot　a　6t6　m肝qu600㎜e醗rent　meme　de

synonymes　－par　exemple　comme　un　terme　litt6raire　ou　ayant　une　nouvelle

nuance　ou　d冒une　aultre　fapon－．　Cet　aspect　t燈s　flexibIe　du　‘‘kango　savantつ’，

touj　ours　d6tach6　de　la　culture　japonaise，　a　pu｛nfluencer　son　degr6　de　polys6mie

et　la　s61ection　des　termes．

Les　8　relations　restantes　correspOndent　plus　ou　molns　aux　fbncdons　6tablies

Pεrla　ling面s面que　synergedque，　et重1　apPara盆t　que　la　rela加n　montree　Pm

cette　th60rie　est　une　tendance　g6n6rale　du“kango　savant”de　1’合re　Me奪i．
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Chapitre　7　　La　s61ection　du　“kango　savant”　（lans　des　listes　de　vocabUlaire　de

　　　　　　　　　　base

7．1．R6sum6　de　la　recherche

7。2．‘‘Kango　savanで’dans　le電lVocabulaire　d曾6ducation　de　basel聖de　Sakamoto

　　　　pour　les　enfantS　japonais

7．3．‘‘Kango　savant”dans　le”VocabUlaire　d’6ducation　de　base　japonais”pour

　　　　adultes¢trangers　s61ectionn6　par　l’lnstitUt　National　de　Recherche　sur　le

　　　　Langage

7．4．Degr6　d，616mentarit6　du　kango　savant　dans　Ie　vocabulaire　actuel

Chapitre　7　　La　s61ecUon　du‘‘kango　savant　　dans　des　listes　de　v㏄abU蓋aire　de

　　　　　　　　　　base

∫ai　etUdi6　rimportan㏄，　le　nombre　de”traits”et　la　frequence　dans　des

magazines　des　termes　de‘‘kango　savant　utilis6s　dans　le　ttVocabU　laire　d冒

6ducation　de　base”de　Sakamoto　pour　les　enfimts　japonais　et　le”Vocabulaire　d’

6duoation　de　base　j　aponais”　pour　adultes　6trangers　s6藍ectionn6　par　l曾lnstitut

National　de　Recherche　sur　le　Langage．　Dans　ces　deux　voeabUlaires　de　base，（1）

簸existe　une　relation　pOsitive　pOur　Itimportance（Y）contre　nombre　de“traits”

σ0”，（2）une　relation　n6gative　pour”Fr6quence（Y）contre　nombre　de”traits”

（X）”，et　aussi（3）n6gative　pour”Fr6quence（Y）contre　importan㏄伍）”．　Le

test　T　a　montr6　que　2　de　ces　6　relations　ne　sont　pas　significatives：pour　le

ttVocabulaire　d冒6ducatlon　de　base騨de　Sakamoto，1a　re至ation”Frequen◎e（Y）

contre　nombre　de”t面ts”（X）”；et　pour　le”V㏄abulaire　d’6ducation　de　base

japonais璽1　s61㏄tionn6　par　l’lnstitut　Nat三〇nal　de　R．㏄herche　sur　Ie　Langage　la

relation”㎞po舳㏄（Y）◎ontre　nombre　de”maitS”（X）”．　De　plus，　Iorsque　j’ai
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voulu　d6teminer　s’il　y　a　ou　non　me　dif驚rence　dans　remploi　du　kango　dans

㏄sdeux　types　de　listes，　les　r6sultats　ont　dom6㎜e　com61adon　sta廿stique

entre　至es　de田～　donc　pas　de　diff　irence　stadst盛que．

Chapitre　8　　Conclusion

8．1．R6sum6　des　r6sultats

　　8．1．a．　Compalaison　entre（tiff6rentes　6ditions　du“Tetsuga㎞Jii”

　　8．Lb．　Dictionnaires　6trangers

　　8．1．c．　Comparaison　simple　avec　des　mots　dans　des　listes　de　vocabUlaire

　　8．1．d。　Comparaison　complexe　avec　des　mots　dans　des　Iistes　de　vocabUlaire

　　8．1．e．　R6sultats　selon　la　th60rie　de　la　linguistique　synerg6tique

　　8．1。f　Vocabu丑aire　de　base　et‘‘kango　savant”

8．2．T含ches釦財es　dans　la　recherche　sur　le‘‘kango　savant”

Chapitre　8　　Conclusion

Pour　ma　recherche，1a　p6riode　de　changement－o心1’釦㎡luen㏄du　d6but　de　I「6re

Meiji　a伽bli　et　le膿de　vocabulaire　actuel　a　pds　fb㎜e－se　situe　de　1900

a1920，　dem重合re　d6cade　de　l’¢re　Meiji　et　premi6re　de　rere　Taish6．

On脚伊nser　que　des伽te㎜e離emes　co㎜e　l電arriere伽social　ont　jou6

un　grand　r61e　dans　ce　type　de　changement　dans　le　vocabulaire．　Dans　la

recherche　plus　ancienne，　on　considξ｝re　量駈Ia　dif眺ion　et　ram｛…1童oration　des

l㎝剖es緬g¢res”comme．une・cause；le　d的11n　de　la励don　d’6加de　de　la

li麺6伽e　classique　chinoise，　comme　le　d6bat　de　1900D3　sur　le　maimien　ou

non　du　c㎞ois　classique　dans　les　6coles，　a面etre　un　facteur　important．　Ce
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d6baちintervenu　entre　la　Guerre　S｛no－Japon頴se　de　1894－5　et　la　Guerre　Russ｛＞

Japonaise　de　l904－5，　est　un　toumant　dans　la　pol重tique　d電6ducation，　av㏄　une

chute　dans　la　va蓋eur　accord6e　au　chinois　cIassique　dans　r6ducation　et　une

mont6e　de　rimportance　accord6e　aux　langues　europ6ennes．　Cette　sitUation　s曾est

peUtそ…tre　combin6e　avec　Ia　victoire　dans　la　Guerre　Russ（トJapOnaise　pour

pousser　lbpinion　publique　vers　l1”Endlousiame　insens6　pour　tout㏄qui　est

europ6en”（”Ko㎞go　Goi－ron。Etude　du　vocabulaire　japona甕s－”）．

Cette　6tude　a　montre　un　panoτama　des　changements　dans　le‘‘kango　savanf’sur

150ans　envilon，　surtout　sdon　des　tech㎡ques　quantitatives．　Dans　une

pr㏄haine　6tape，　j璽esp合re　elargir　mon　enquete　et　6tudier　les　changements（㎞s

la　sig面fication　du‘‘kango　savant”et　les　comparaisons　avec　des　mots　d

emprmちavec　une　analyse　quantitative　des　changements　dans　le　v㏄abulaire

japonais　depuis　1’6re　Me輯i　jusqu’a　nos　jours．　Je　voudrais　aussi，　en　meme

temps，　examiner　quelles　techniques　qua醐ives　sont　apPropri6es　POur

analyser　ces　changements　dans　Ie　vocabulaire　japonais．

Note

Cette　6tude　comprend　des　rφsultats　de　la　recherche　men6e　grace　a　une　Charge

de　r㏄herche　de　la　Soci6t6　japonaise　pour　la　promotion　de　la　science（SJPS）

pour　les　jeunes　chercheurs　et　une　Bourse　du　Mnistere　de　l’6ducation　japonais

en　a藍de　a　la　SJPS　de　1995　a　97．
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Zusammenfassung

Eine　qu　ntitative　S加die　Uber　die　PopUlarisierung　wissenscha且licher

Fachtemlini　der　Me勾i－Zelt

（lnhaltSverzeichnis　und　Zusammenfassung）

Kapitel　l　Ziele　und　Hjntergrund　der　Studie

1．1．Zlele　der　Dissertation

l2．　Die　japanjsche　Sprache　und　der　soz重ale　Wandel　der丘Uhen　Me麺i－Zeit

　　1．2．a　Die　Rezeption　der　europaischen　Kultur

　1．2．b．　Die　Charakteristik　des　Wbrtschatzes　der　Me麺i－Zeit

1．3．Theorjen　des　hlstorischen　Wandels　lm　Wbrtschatz

1．4．Forschungsmaterialien　und　Untersuchungsmethoden

Kapitel　l　Zjele　umd　MntergrUnde　der　StUdie

Diese　S嘘町de　mit　dem　Ziel　untemomm凱e㎞en　q噸励ven厩rblick

des　historischen　Wandels㎞「Vbkabular　des　Japanischen　zu　e1halten．　Die　Me導i－

Zejt（1868－1912）war　eine　Zeiちin　der　sjch　der　Wbrtsd】at乙mit　der　EinfUhrung

von　Begriffen　der　euro画schen　ZiVilisation　besonders　sc㎞ell　vergr61ierte．　Mein

Ziel　war　es，　hauptsachlich　mi杜els　quantitativer　Methoden　das　generelle　Bild

zu　klar凱wie　WOrteらdle　neue　Begri丘ヒausdr（ickteng　und　zwar　in　der

Haup鵬che　Ausdrtlcke　aus　der　wissenschafヒIichen　Fachsprache，　eingef血und

populadsiert　wurden　und　wie　sie　sich　in　den　fblgenden　Jahrzehnten　bis　in　die

heutige　Zeit　ve㎜zelten　beziehungsweise　wie　es丑men　nicht　gelan＆sich　zu

etablieren．　und　sie　verschwanden．　Ich　habe　die　ejぬschlagige　LiteraturΩber

ljngμistischen　Wai　ndel　konsu瓶e氏d㏄h　dje　Folschungs互age　im　Feld
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‘‘?奄唐狽盾窒奄唐モ??秩@Wandel　im　Wbrtschatz　und　quantltative　Analyse”ist　sehr　dt　n．

Bis　dato　wurde　in　der　Erf〈）rschung　von　W6貢em　aus　der　Me蓼i－ZeiちspezieIl　was

“neue”Kang（》W6rter（W6丘eらdie　aus　chinesischen　Zelchen　bestehen）und“in

Japan　geformte”Kango　anbelangち（張e　die　Begriffヒder　europalschen

Z醐sation　a㎡versc㎞edene鞭ise　ein釦㎞en，（跳Haup伽genmerk　auf　die

Geschichte　e加zelner　W6rter　gelegt．　Diese　Art　der　Untersuchung　einzelner

W6貢er，　ist　zwar　ausgesprochen　wertvoIl，　ich　glaube　jedoch，　daB　es　eben制s

wichtlg　isちauf　Entwicklungen　der　Sprache　als　Ganzer　aus　diesem　Zeitraum　von

einer　breiteren　Perspekdve　aus　zu　blicken．　Zu　diesem　Zweck　ist　nicht　nur　die

Nennung　einzelner　Beispiele，　sondern　eine　quantita藪ve　Analyse　des

WortschatZes　angezeigt。

In　dieser　Studie，　die　sich　auf　WOrter　der　wissenscha価chen　Fachsplache

konzenUiert，　dul℃h（薮e　neue　europaische　Begriffe　in　der　Foml　von　Kango　hl　der

Melj　i。Zeit　eingefUhrt　wurden，　analysierte　ich　dese　allgemeinen　Entwickl竃mgen

durch　eine　Untersuchung　des　Wandels　von　d孟eser　bis　in　die　heutige　Zeiちund

zwar　speガell　der　PopUlarisierungしmd　der　Wb而equenz　auf　der　Grund藍age　von

W6rterbUchern　und『VbkabelIisten，　um　so　ein　integrales　BiId　zu　gewilmen．

Was　de　Methoden　der　quantitativen　Analyse　anbelangちso　verwendete　ich　neben

elementarer　Regressionsanalyse（lineare　Regression，　nicht－lineare　Regression，

Einzel－und　Mehrfachregression）und　Chi－Qua（hat　Tests　mit　2x2　Tabellen　auch

auf　experimentelle　Weise　eine　relativ　neue　statistische　Methode，（荘e

sogenalmte‘‘explo耐ory　data　analysis”，　eine　Art　Regressionsanalyse，　wobei　die

Regression　an　einer　Kurve，　genalmt　Piotrowski－Kurve，　erfblgt，　sowie　die

Theorie　der　synergetischen　Linguistik，　die　vor㎞zem　aus　der　Synergie－Theor壷e

der　Physik　entwickelt　wurde．
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Kapite豆2　Kango　der　wissenschafUichen　Fachsprache　in‘‘Tセtsuga㎞Jii　

2．1．Amane　Nishis　Vbkabular

2．2．‘‘TetSugaku　Jii”　und　Tetsし嘘irδ　Inoue

2．3．Das　Verfahren　der　Erstellung　von　Kango－Tafdn

2．4。Das　Vbkabular　von‘‘Tetsugaku　Jii”

　　2．4。a．　Veranderung　der　Zahl　an　Ya㎞go（Uberset孤mgsw6rter）in　den

　　　　　　　verschiedenen　A曲gen

　　2．4．b．　Aspekte　der　Variation　der　Yakugo

Kapitel　2　Kango　der　Wissenschaftlichen　Fachsprache　in‘‘Tetsugaku　Jii”

Unter　den　europaischen　fachsprachlichen　odeろum　genauer　zu　sein，

Wissenschaftsfachsprachlicheパrermini　der　f㎞en　Me郵i－Zeit　sind　zwei　bekannte

Be孟spiele‘‘ga重nen”（‘‘Begriff’）しmd‘‘tetsugaku”（‘‘Philosophie”），　die　beide　von

Amane　Nishi　gebildet　wurden．　Ich　habe　aus　Nishis　Afbeiten，　einsc｝盟eBlich

seiner　Uberset孤mg凱aber　2，000　W6rter　extrahiere　f溢r（五e　das　u玲prαngliche

Wbrt　in　Katagana（dem　japanischen　Silbenschriftsystem）oder　im　lateinischen

Alphabet　angegeben　Wird．　Ein　Ziel　der　S加die　ist　auf珈igen，　wie　sich　die

WOrter，　mittels　derer　Begriffe　der　euro画schen　Zivilisation　ei蹴gef廿㎞

wurden．　in　der　allgemeinen　Bev61kerung　verwurzelten．　Als㎞dlage　eines

Vergle｛chs　sind　W6舵er　zu　bevorz財gen，飾die　die　Zeit　der　Ubersetzung　anhand

des　entsprechenden　Publikat｛onstermins　oder　anderer　Anha蓋tSpunkte　Iela廿v

genau　zu　ermitteln　ist；im　Vergleich　von　VbkabelIisten　und　W6rtefb薩chem　ist

面estatiSdsche　Datenveralbeitung　ei漁cheろwenn　es　sich　um　Ein。Wbrt－

Ubersetzungen　statt　um　erlautemde　Phrasen　handelt．　Da　man　allerdings　ka㎜

sagen　kan几daβNishis　Werke　diese　Bed孟ngung　erfullen，　wahlte　ich　als

Untelsuchungsmaterial　Tetsujir61noues‘‘Tetsugaku　Jii”，　bei　dem　es　sich

eben鯉s　um　ein　Wbでk　der飾hen　Me哲i－Zelt　handelちdas　aber　f軸r伽
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ForschungsZiel　als　Quelle　f宙eine　Liste‘‘w｛ssenschaftsfachsprachlicher　Kango”

－enzustellen，　die　die　Grundlage　der　Untersuchung　dieses　und　der

fblgenden　Kapltel　bildeちbesser　geeignet　ist．　Daneben　wurde　Nishls　V（）kabular

aber　eben魚ns　ber〔ickSichtigt，　der　so　viele　neue　Termini　der　Wissenschaftlichen

Fachsprache　schuf

Wahrend　Nishis　Termmi　ebenfalls　in　Betracht　gezogen　wurde，　der　vom　Ende　des

Shogunats　bis　in　die飾he　Meij　i－Zeit　eine　groBe　Zahl　europaischer

wissenschafUicher　Afbeitenαbersetzte　oder　erkl註rte，　untersuchte　ich　die

Veranderungen　der　Yakugo　（der　Uberset乙ullgsw6rter）　von　der　ersten　茸ber　die

zweite　bis　zur　dritten　Auflage　von　‘つr（∋tsugaku　Jii”，　ein　V）「erk，　dessen

Zusammenstell皿g　von圓ir6血oue　besor騨de．　Die面賃e　A岨age　wde

von　manchen　Forschem　als“nahezu　neues　Buch”bezeichnet，　was　aber　Ie（tiglich

in　verschiedenen～「eranderungOn　seinen　Grund　haben　mag　Wie　der　Aufiiahme

zusatZlicher　E重ntrage，　der　Einbeziehung　von，　wie　es　in　der　Titelwendung

“Engllsch－Fianz6slsch－Deutsch－Japanisch”angezeigt　wlr（ちW侃em　anderer

europaischer　Sprachen　neben　dem　Englischen，　der　kleineren　T）胆e　und　dem

unterschiedlichen　Format．「Wias　jedoch　die　Yakugo　anbeIangち　so　behielt　die

dntte　Auflage　efne　se㎞beachthche　Zahl　der　Eintrage　aus　der　ersten　Auflage．

In　Vielen　Fallen剛en抽go，　die　in　der　zweiten　Auflage　hinzugekommen

waren，　wieder　entfヒmt，　w曲rend　Yakugo　der　ersten　Auflage，　die　in　der　zweiten

Auflage　entfernt　wurden，　Wieder　zu戴ckkamen．　Zwar　wurden（durch　den　Weg飴11

e㎞ger　Eintrage）einige　Yakugo　entfernt，　doch　houe　verfblgte　das　Ziel，

mゆhst　Viele　Yakugo　der　e耐en　Auflage　zu　behalten　und　Vertaiderungen

gmβen　Stils　zu　vemleiden．　Dar薩ber　hinaus　kann　in　manchen　Ya㎞go　der　Einflul3

von　W6パern　gesehen　werden，　die　von　Amane　Nlshl　gep鷹gt　wurden．

Kapite13　“WissenschaftsfachSprachliche　Kango”in　FremdSprachenw6rterbUchern
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Zusammenfassung

3．1．Zusammen蝕ssumg　der　Fo】〔schumg

3．2．Mjyaj　imas　Forschungen　und　die　Piotrowskis－Kuive

　　3．2．a　Miyajimas　Forschungen

　　3．2．b．　Die　Piotrowski－Kurve

　　3．2．c．　Analyse　von　Miy勾imas　Daten　mittels　der　Piotrowski－Kurve

3．3．Ein　Vergleich　von　Kango　in‘『retSugaku　Ji重”mit

　　　　FremdsprachenwOrterbαchem

　3．3。a　Das　Forschungsmaterial

　3．3．b．“Wissenschaftsfachsprachliche　Kango”in　den

　　　　　　　FremdSprachenw6rterbUchem

　3．3．c．　Der　Grad　der　A㎞1ichkelt　von‘‘Wissenschaftsfachsprachlichen　Kango”㎞

　　　　　　　FremdSprachenw6rterbUchern

　3．3．d．　Analyse　w｛ssenschaftsfachsprachlicher　Kango　mittels　der　Plotrows短一

　　　　　　　Kurve

3．3．e．“Wlssenscha館魚chsprachliche　Kango”und　Fremdsprachenw6rterbUcher

Kapitel　3　“WissenschaftSfachsprachliche　Kango”in　FremdSprachenw6rterbUchern

Ich　habe　untersuchち　wie　‘‘WissenschaftsfachSprachliche　Kango”　aus　dem　I881

ver6ffentlichten‘‘Tetsagaku　Jii”als　Eintrage　in　F爬mdsprachenw6rterb柱chem

verwendet　wurden　und　inWieweit　sie　Wulzeln　schlugen．　Ich　durchsuchte　I　4

FremdSpfachenw6rterbttcher，　und　zwar　vom　Japanisch－Portugtesisch－Lexikon　von

1603－1604bis　zu　Kenky負shas　Japanisch－Englisch－Lexikon　von　l　774．　Unter　d㎝

Ed（enntnissen，（簸e　sich　tめer　das　Los　der‘‘WissenschaftsfachSprach　lichen　Kango”

ergaben，　sind　die　f（）lgenden　zwei　in　besonderer　Welse　der　Erwahnung　wert：（1）

Bei　W6rtern，　die　bereits　vor　ihrer　Verwendung　in“Tetsagaku　J孟1”㎞Gebrauch

waren，　stellte　sich　ihr　Ver…nhwinden　als　mwahrscheinlich　heraus，　wohingegen

unter　denjenigen．（lie　in　der　dntten　Auflage　von　Hepbums　Japa㎡sch－Englisch－
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鳳on（1886）Oder　Takahashis　Japanisch－Englisch姻kon（1888）㎜eぱen

Mal　verwendet　wurdeq　es　einige帥ちdie　ln　sp翫eren　Jahren　nicht　mehr

verwendet　wurden．　Es帥t　auch　eine　Reihe　von　W6rtem，　die　in

FremdS四cheηw6耗erb益chem　a血ucht鉱｛めer　relativ　schnell　wieder

verschwanden．

Wenn　wir　die　Ahnlichkeit　in　der　Auswah1‘‘wissenscha館fachsprachhcher㎞go”

in　den　verschiedenen　W6rterb疑chem　betrachten，　so　lassen　sich　zwei　Arten　von

W6rterbachem　unterscheiden：zum　einen　solche，　die　hauptSachlich　von

Missionaren　bls　ln　die　mittlere　MeijirZeit　zusammengesteUt　wurden，　zum

anderen　solche，　die　hauptsachlich　von　Japanem　nach　der　spaten　Meiji－Zeit

zusammengestellt　wurden．　Die　statistischen　Ergebnisse　liefern　einen　hohen　Grad

an　Ahnlichkeit　zwischen　der　zweiten　Auflage　von　Hepbums　Japanisch－Englisch－

Lexikon（1872）und　I£㎞ams　Ja如sch－DeutSch－Lexikon（1877）so輌e踊schen

der　dritten　Auflage　von　Hepburns　Lexikon　und　Tal（ahashis∫apanisch－Englisch－

hβx丑（on　Dies　mag　anzeigeq　daB　Lehmanns　W　rrk　Hep　l）urns　Lexikon　als「V（）r重age

na㎞ち1md　die　Auswε血1　der　W6質er　in　Takahashis　W6rterbuch　fbl｛l　der　in

Hepbums　dritter　Auflage，　weil　Gor6　Takahashi　an　der　Zusammenstellung　von

Hepbums　dritter　Auflage　beteiligt　war．　Der　Grad　der　Ahnlichkeit　zwischen

Lemar6c囲s　Japanjsch－Franz6sisch・Le）dkon（1904）und　J釦dchi　houes　Japa而soh－

Englisch　Lex遜（on（1909）ist　nicht　sehr　hocちwas　sich　am　Wert　Phi　zeigt，　was

m691icherwelse　deutlich　machちda8（tie　LeXika　nach　Jukichi　inoue　einen　Strom

bilden，　der　abseits　von　dem　durch　die　Missionare　bis　zu　d重eser　Zeit

ZUSammengeStellten　VerlaUft．

Die捌en加加glich　der伽ei繭㎜皿g，　vo副sse舳aftsfachspmehlichen

Termini　in　Flemdsprachenw6rtαbOchem　zeigen　eine　alles　in　aUem　ansteigende

Tendenz，　wobe重ein　besonders　steiler　Ans極eg　von　D∋hma㎜bjs　zur　dπ｛tten

Aufiage　von　He伽m　hervorzuheben　ist
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Zusammenfassung

Mittels　Regressionsanalyse　unter　Verwendung　der　Piotrowski－Kurve　laBt　sich

zeig鉱daB　der　Anstieg　der『Verwendung　von　W6rtem　in　FremdSprachenleXika

einen　Teil　einer　S－Kurve　darstellt．　Dabei　handelt　es　sich　nicht　um　eine

einfache　S－Kurve，　sondem　um　eine　mit　einer　Ausbeulung　im　fallenden　Bereich．

Wenn　man　anhand　der　Regressionskurve　abschatZen　will，　wam　die

（｝eschWindigkeit　der　Zunahme　besonders　langsam　v》urde，　so　scheint　es　das　Jahr

1905zu　sein，　in　dem　die　Zahl　der　in　Fremdsprachenw6rterbUchem　verwendeten

W6rtem　sich　stabilisjert　hat．　Was　dbs　Material　anbelangちso　korrespondiert　dles

der　Zeit　zwischen　Lemar6chal　und　Inoue。　Sogar　vor　Lemar6chal　wurden　bereits

1，000“Wissenschaftsfachsprachliche　Kango”in　WOrterbUchern　verwendeちd㏄h

wenn　man　das　Material　im　Ganzen　betrachtet，　so　ist　dies（he　Zeiちin　der

s圃estens　de　Zahl　der　verwendetet　Wδrter　mehr　oder　weniger　konstant　wurde．

Kapitel　4　Einfache　vergleichende　StUdie　von‘‘Wissenschafisfachsprachlichen

　　　　　　　　　Kango”in　verschiedenen　Vokabellisten

4．1．Zusammenfassung　der　Forschu咀g

4．2．Ei曲cher　Vergleich　mit　Vbkabe1Ubersichten　von　heutigen　Wδrtern

　　4．2．a　Einfacher　Vergleich　mit　Vbkabel貢bersichten　von“90　Magazinen”

　　42．b．　Eh血cher　Vergleich　mjt　Vbkabe搬bersichten　von　Zeitu翻gen

　　4．2．c．　Einfacher　Ve㎎藍eich　mit　VbkabelUbersichten　des　Femsehens

　　4．2．d．輌ssenschaf瞼chsplachliche　Kango　in　den　heu板gen　Medien

　　（ZusatZlicher　Hinweis：Das　Vbkabular　in　der　Zeitしmg　Ytibin　H6chi　Shinbun）

4．3Ei漁cher　Vergleich　mit　der　Llste　von　Termini　des　Magazins　Ch負δKδron

　　4．3．a．　Die　statlstische　Struktur　der‘‘WissenschaftsfachSprachlichen　Kango”in

　　　　　　　Ch倉δKδron．

　　4．3．b．　Der（加d　an　Ahnlichkeit　der‘‘WissenschaftsfachSprachlichen　Kango”　in

　　　　　　　Cha6　K6ron
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Zusammenfassung

4．4．Einfacher　Vergleich　mit　dem　Vokabular　von　Romanen

　　4．4．a．　Die　statistlsche　Stn血ur‘‘Wissenschaftsfachsprach　licher　Kango”in

　　　　　　　Romanen

　　4．4．b．　Der　Grad　von　Ahnlichkeit　der‘‘WissenschafiSfachsprachlichen　Kango”in

　　　　　　　Romanen

　　4，4．c．　Analyse　der‘‘WissenschaftSfachsprachlichen　Kango”in　Romanen　mittels

　　　　　　　der　Piotrowski－Kurve

Kapitel　4　Einfache　vergleichende　Studie　von‘‘Wissenschaftsfachsprachlichen

　　　　　　　　　Kango”　in　verschiedenen　Vokabellisten

Ich　habe　einen　Eins－zu－eins－Vergleich　von‘‘wissenschaftsfi盈chsprachlichen　Kango”

der舳en　Meiji－Ze｛t　mit　Daten　aus　Studien　des　Vbkabulars　von

NachkriegSme（避en－Magazinen，　Zeitungen　und　Fernsehen－durchgefUhrt．　Es

zeigt　sich，　daB　die　Liste　deij　eniger，　die　mit　hoher　Frequenz　verwendet　werden，

mehr　oder　weniger　dieselbe　in　allen　dreien　isち㎜d　daB　zwar　nicht　sehr　viele　in

die　h6chste　Frequen乞klasse　geh6ren，　wohl　aber　viele　in　die　nachst　h6chste

Frequen乞klasse．　Was　darUber　hnaus　das　Fernsehen　anbelangち　so　la」Bt　sich　trotz

der　Tatsache，（laB　es　sich　um　ein　und　dasselbe　Medium　handelt，　beobachten，

daB　ein　gering缶giger　Unterschied　besteht　i　l　der　Form，　wie　sie　als　gesprochene

W6rter　und　als　geschriebene　aUf　dem　B｛ldsc㎞㎜elscheinen．　Die　in“Tetsugaku

Jii”prt　ssentierten　Ausdrticke　wurden　als　ausgesprochen　abstrakte

fachsprachliche　Termini　eingefithrt，　aber　es　scheint　sich　aUf　der　Grundlage　der

Ergebnisse　dieser　Studie　zu　ze｛gen，　daβsie　nunmehr　Tもil　des　zentralen

Her醐cks　des　f海das　alltagliche　Leben　essentienen　Vbkabulars　sin¢und

zwar　als　W6震eらdie　heudge　abstrakte　Begriffe　ausdrUcken．

Als　Vergleichspunlct　habe　ich　die　die　Frequenz　der「Verwendung

‘‘vissenschafisfachspfachlicher　Kango”㎞einer　o働en　anerkannten　Zeitung
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ZusammeUfassung

der　Me面i－Zeit，　der　Yfibin　H6chi　Shinbun　der　Frequenz　ihKうs　Au貧auchens　in

heutigen‘‘Zei椥mgen”gegenUbergestellち覧md　die　Ergebnissen　zeigen　e㎞e

stati面sche　Korrelatlon　der　beiden．

Dar直ber　hinaus　untersuchte　ich　das　historische　Los　von

‘‘vissenschaftsfachsprachliche　Kango”，　indem　ich　einen　Ein－zu－eins－『Vergleich

mit　den　Ergebnissen　einer～そ）kabelstu（tie　des　Magazins　Cha6　K6ron　von　1906－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1976　und　mit　den＼Vokabular　von　Romanen　von　Ogai　Mori，　S6seki　NatSume，

Naoya　Shiga，　RyanosUke　Akutagawa　und　Osamu　Dazai　durchf廿hrte．　IIn　Fall　von

Cha6　K6ron　sche血t　es　so　zu　sein，　daB　selbst　nach　dem　Eintritt　ins　20．

Jahthumdert　die　PopUlarisierung“Wissenschaftsfachsprachlicher　Kango”noch

immer　voranschreitet　und　daB　sie　bis　zum　heutigen　Tag　verwendet　werden．

DarUber　hinaus　ist　strukturell　keine　starke　Tendenz　an　irgend　einem　Datum　zu

beobachten　und（he　Verteilung　ist　relativ　ahnlich．　Diese　Ahnlichkeit　ist

jed㏄h　nicht　volls伽dig　91eichf6rmig：wo　der　Abstand　des　Datms　der　Probe

ge血g撤，撤der（漁d　an　A㎞1ichkeit　hoch，　dieser　geht　aber　zurUcK　we㎜

der　Abstand　des　Datums　sich　vergr6」3ert，

㎞F訓lder　Romane　gibt　es　lediglich　eine　geringe　Zi血

　Wissenschaftsfachsprachlicher　Kango”，　die　f　r　Shiga　oder　Akutagawa　spezifisch

sin⑩d㎜㎜m㎝alle鮒Autoren－en㎡mmち　so　ist　die　Tendenz　des

RUckgangS　von‘‘Wissenschaftsfachsprachlichen　Kango”爬丑ativ　groβ．　D責e　Analyse

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　des　Gmdes　an　Ahnlichkeit　zeigt　keine　statistische　Korrelation　zwischen　Ogai

und　S6seki，　aber　bei　Akutaga臓Shiga　und　Dazai　ist　der　Gebrauch

“WissenschaftSfachSprachl｛cher　Kango”ahnlicher　als｛me血alb　einer　jeden

anderen　Gnlppe，　die　aus　einem　der　drei　mit　den　anderen　beiden　gebildet　Wird．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
Man　kam　ve面㎡tigerweise　davon　ausgehe馬daB　Ogai　und　S6seki　in　weitaus

曲kerem　Maβmit　den（㎞ndlagen　von　Kanga㎞（der　klassischen　c1亟nesischen

Literatur）vertlaut　waren　als　die　nachfblgende　Generation，　und　es　lst　m6glich，

daB　es　sich　hier　nicht㎝｛ndividuelle，　sondem　um　Unterschiede　der
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Zusammenfassung

Generationen　insgesamt　handelt　Dies　mag　sehr　wohl　der　Grund　fiir　die　genannte

前cklaufige　Tendenz　der　Kango　in　Romanen　sein．　Wenn　man　da沁ber　hinaus　die

Reihe　der　kumUlativen　Zahl　unterschiedlicherr　W6貢er伽r　de　Zeit加i　jedem

Autor　u耐ersucht，　so　zeigt　S6seki　einen　sanften　Anstfeg　Uber　d童e　Zeiち

　　　　　　　　wah∫end　Ogai　eine　Reihe　von　durchaus　verschiedenen　Phasen　haちwobei　se血e

Ergeb㎡sse　woM　Ve蜘de㎜gen　im　I㎞alt㎜d　Stil綱erge㏄n．　A㎞呼wし

weisen　ebenfal　ls　einen　relativ　sanft　ansteigenden　Trend　au£w剖㎞end　im　Fall

Shigas　die　Zahl　unterschiedlicher　W6rter　relahv　ge面g　ist　in　Anbetracht　des

UmfangS　seines　Werkes．

Aus　der　Tatsache，　daB　die　Zahl　der　koinzidierenden

‘‘

vissenschaftSfachsprachlichen　Kango”in　Ch負δK6ron　von　l　906　an　wesenUich

geringer　ist　als　die　Zah1‘‘Wissenschaftsfachsprachi｛cher　Kango”，（五e　mit　den

Ergebnissen　des　Ubefblicks“ber　Y愈bin　H6ch玉Shinbun（1877－1878）koinzidieren，

sowie　der　Tatsache，　daB　ein　die　Generationen　betreffender　Unterschied　des　von

ハ

Ogai　und　S6seki　und　den　andelren　drei　Schriftstellern　verwendeten　＼」（）kabulars

bestehちscheint　sich　fblgendes　anzudeuten：Die　Zeit　bis　etwa　1900，　eine　Zeit

in　der“Wisse1rschaftsfachsprachliche　Kango”durch　die　Kennmis　der　klassischen

chinesischen　Literatur　von　seiten　der　Gebildeten　gest直tzt　wurden，　war　eine　A丘

一wie　man　sagen　k6rmte－Versuchsphase　dieser　Art　von　W6丘em　Eine　groBe

Zahl　an　diesen　W6rtem　wurde　von　der　Intelligentsia　verwendeちwahrend　diese

Zahl　spater　zurUckging　und　die　vefbleibenden　WOrter　zugleich　in　weitem　Mat3

popularisert　wurden　und　schlieBlich　einen　Teil　des　Herzst癒ckS　heutigen

Vbkabulars　b｛1den．

Kapitel　5Komplexe　vergleichende　Stude‘‘wlssenschaRs魚chsp職chhcher　Kango”

　　　　　　　　　㎜dVbkabUlar　aus　verschiedenen　Vokabellisten
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Zusammenfassung

5．1．Zusammenfassung　der　Forschung

5．2．Komplexer　Vergleich　mit～bkabellisten　und　andere『Verfhhren

5．3．“Wissenschaftsfachsprach　Iiche　Kango”in　heudgen　einsprachigen

　　　　japanischen　W6rterbUchem

　5．3．a．　Einteillmg　in　verschieden　Gruppen　gem削3　der　Frequenz血er　Gebrauchs

　5．3．b．　Cha磁eristika　der　einzelnen　Gruppen

5．3．c．　MUItiple　statistische　Analyse　de（樋nde㎜g　von艶㎜i謳

5．4．“Wissenschaftsfachsprachliche　Kango”，　die　nicht　in　einem　heutigen

　　　　einsprachigen　japanischen　Lexikon　auftauchen

5。5．Das　Lebensmuster“Wissenschaftsfachsprachlicher　K｛mgo”in　der　Me麺i－Zeit

Kapite15　Komplexe　vergleichende　StUdie‘‘WissenschafiSfachSprachlicher　Kango”

　　　　　　　　und　「＞bkabUlar　aus　verschiedenen　「＞bkabellisten

Ich　habe　die　Wissenschaftsfachsprachlichen　Kango”　aus　‘u］retSugaku　Jii”　in　eine

Anzahl　von　Gruppen　aufgetei1ちwobei　ich　die　Ergebnisse　eines　Vergleichs

versc㎞edener　Vokabellisten　verwendete，　und　die　Charakteristika　einer　jeden

Gmppe　betrachtet　Ich　komblnlerte　die　Vergleichsergebnisse　mit　einer

㍉bkabelstudie　einer　o働ell　anerkannten　Zeitmg　der舳hen　Me麺i－Zeit　und

die　Verleichsergebnisse　mit　einer　VokabelstUdie　von　Nach㎞egsmagaガn賦

一zeitungen　und　dem　Nach㎞egsfヒmsehe恥umd　machte　die　Gruppeneinteilung　zu

einem　Index　Das　Ziel　einer　kombinierten　S加die　dieser　Date恥die　mehr　als

hundert　Jahre　voneinander　t1’enne1ちwar　es，　e血en　ungefahren　Eindruck　der

Veratiderung　des　Gebrauchs‘～Wissenschaftsfachsprachlicher　Kango”in　der　Zeit

dazwischen　zu　gewinnen．

Um　darUber　hinaus（he　L“cke　zwischen（五esen　beiden　Studien　zu　f田鉱von

denen　elne　die舳e　Meij　i－Zeiちdie　andere　die　Nach㎞egszeit　zum　Gegenstand

haちbezog　ich　die　Ergebnisse　e㎞er　Vbkabels加die　des　Magazins　Ch負6　K6ron
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Zusammα伽sung

von　1906　bis　l　976　sowie　die　E㎎ebnisse　einer　VokabelstUdie　von　Romanen　von

A
Ogai，　S6seki，　Shiga，　A㎞tagawa　und　Dazai　ein，　die　den　Zeitraum　der　mittleren

Meiji－bis　in　die丘αhe　Sh6wa－Zelt（also　vom　s圃en　19．　bis　zum丘Uhen　20．

Jahfhundert）abdecken．　Durch　die　Verwendung　von　multipler　Regressionsanalyse

zur　Klarung，　ob　das「Vbkabular　von　Cha6　K6ron　und　daS　der　Romane　elne

gr6Bere　Korrelation　mit　den　Ergebnissen　der　Zeitungsstudie　der　davorliegenden

舳en　Me輯i－Zeit　oder　mit　den　Ergebnissen　der　Studie　der　spateren

Nachkriegsmedien　au餅elst，　kann　emlittelt　werden，　zu　welchem　VokabUlar－dem

der　fiUhen　Me麺i－Zeit　oder　aber　dem　der　Nachkriegszeit－es　eine　grOI3ere　Nahe

au餅eist．　Einige　der‘‘wissenschaftsfachsprachlichen　Kango”，　die　in　der　mittleren

Me麺i－Zeit　in　den　Romanen　a血uchen，　gingen　in　ihrem　Gebrauch　zurUck，　und

andere　W6rteらdie　zlmachst　in　den　Romanen　nicht　auftaucht凱wurden　haufiger

benutzt，　um　sc価eBlich　ihren　ersten　Aufhitt　in　der　Literatur　zu　haben．　Mithllfb

der　multiplen　Regressionsanalyse　zur　statiStischen　Erfassung　solcher

驚勲de㎜gen耐ersuchte　ich（1）bis　wann　der　EinfiuB　der　Distribution　der

f沁hen　Me垣i－Zeit　anhalt　und（2）von　etwa　wann　ab　das　Nach㎞egsvokabelmuster

zu　erscheinen　begi㎜t．　Es　kam　in　Ervvagumg　gezogen　werden，　daB　hinsichtllch

der‘‘Wissenschaftsfachsprachlichen　Kango”der　fiUhen　Me麺i－Zeiちdie　in　die

einsprachigen　japanischen　W6rterbacher　aUfgenommen　und　in　weitem　Gebrauch

sin¢　um　die　20er　Jahre　dieses　Jahrhunderts　herum　der　EinfluB　des　Musters　der

舳en　Meij　i．Zeit　verschwunden　ist　und　bereits　das　Nachkriegsmuster

a血tauchen　beginnt．

Da拍ber　hhlaus　ist　der　Ei皿αuB　von　Amane　Nishis　Termini　in　relativ　groBem

MaBe　o丘bnsichtlich　in　W6rtern，　bei　denen　man　davon　ausgeht，　daB　sie　in　der

fiUlien　Meij　l－Zeit　ihren　Ursprung　haben　und　nicht　im　weiten（琵blauch

ve㎜lt　sin岬so　nicht　in　die　ei脚gen　W6rterbUcher　aUfgenommen

wurden．　Es　ist　beka㎜ちdaβNishi　eine　groBe　Zahl‘‘WissenschaftsfachSprachl重cher

Kango”geschaffen　haちaber　obwohl　sie　vom‘『鳳s㎎a㎞Jii”in　gmBem　UMfang

a㎏eno㎜en臓d醜㎎e蝕齢駈den，　scheinen　einige　sich　nicht　verwurzelt
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Zusammenfassung

zu　haben．

Kapitel　6　Analyse“Wissenschaftsfachsprachlicher　Kango”mittels　mittels　der

　　　　　　　　　Theorie　der　synergetischen　Linguistik

6．1．Zusammenfassung　der　Forschung

6．2．Untelsuchte　Bereiche

　　6。2．a．　W（⊃rtlange　（Mora）

　　6．2．b．　Wbrtlange（Zah］der　Sniche）

　　6．2，c．　VVbr囲ter

　　6．2．d　Grad　der　Polysemie

　　6．2．e．　Frequenz　des　Gebrauchs　in　Magazinen

　　6．2．f　Frequenz　des　Gebrauchs　in　Zeitungen

6．3．Regressionsanalyse　des　Verhalmisses　zwischen　den　Elementen

6．4．Die　Anwendung　der　Theorie　der　synergetischen　Linguistik

6．5．Die　statistischen　Kennzeichen‘‘wissenscha負sfachsprachlicher　Kango”der

　　　髄hen　Me蓼i－Zelt

Kapitel　6　Ana豆yse‘‘Wissenschaftsfachsprachlicher　Kango”mittels　mittels　der

　　　　　　　　　Theo頁e　der　synergetischen　Lingufst重k

Ich　untersuchte　das　Ve血altnis　einfger　Charakteristika

“WissenschafisfachsprachIicher　Kango”－Wortldnge　hinslchtllch　Mora，　Wbrdange

hinsichtlich　der　Zahl　an　Snichen，　Wortalter，　Zahl　der　Bedeutungen（d．h．　der

Glad　an　Polysemie），　Frequenz　des　Gebrauchs　in　Magaガnen　und　Frequenz　des

Gebrauchs　in　Zeit　ngen，　undしmtersuchte，　im　welchem　Umfang　s丘e　den

Funktionstypen　entsprechen，（飯e　die　Theo豆e　der　synergetischen　LingUistik

liefert．　Die　Synergetische　LingUistik，　die　vor　a11em　in　Deutschland　entwickelt
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Zusammenfassung

Wir¢　hat　eine　quantitative　Systematisierung　zum　Ziel，㎜d　zwar　in　Fo㎜

verschiedener　linguistischer，　als　Fonneln　auszudrαckender　Gesetze　der

Selbstregulierung　und　SelbStorganisation　innerhalb　der　Splache．

Die　Ergebnisse　waren　statistisch　signifikant　fhr　alle　Verhalt㎡sse　der

Elemente　mit　Ausna㎞me　des　Wbrtalters　und　der　Gebrauchs丘equenz．　Dar直ber

hinaus　war　in　der　Datenverteilung　bei　Elnteilung　des　Wbrtalters　in　drei　Gruppen，

namlich　a）vom　7．　bls　zum　9．　Jahrhundert，　b）vom　l　O．　bis　zum　l　5．　Jahrhundert

und　c）vom　16．　bis　19．　Jahrhunderちin　manchen　Fallen　ihr　Verhaltnis　zur　Zahl

der　Bedeutung　und　zur　Wbrtlange　ebenfalls　nicht　sig盃fikant．　Das　Prinzip‘‘Je

alter曲轍，　desto　ha面ger　ist　sein　Gebrauch”漁㎡cht　immer　auf

“Wissenschaftlfachsprachliche　Kango”mu；man　kann　auch　nicht　immer　sagen“Je

alter　das‘Wissenschaftsfachsprachliche　Kango’，　desto　mehr　Bedeutungen　hat　es”

oder‘‘Je　alter　das‘WissenschaftSfachsprachliche　Kango’ist，　desto　k肱zer　ist

es．”Ein　Kango　ist　intrinsisch　in　seiner　Laange　begrenzt。　Wenn　wir㎜s　darUber

㎞aus　daran　erirmem，　daB　Japan　immer　wieder　in　starkem　MaBe　von　der

chinesischen　Kul加r　beeinfluβt　wurde，　die　vom　asiatischen　Kontinent

he前bergebracht　wurde，　erscheint　es　vernUnftig　anzunehmnen，　daB　die　Art　und

Weise，　wie　Kango　neue　Bedeutmgen　erhielten，　s藍ch　sehr　stark　davon

unterschie（ちwas　W◎rtern覇der舳r，　die　aus　j　apanischen　Elementen　aufgebaut

waren（Wago），㎜d　wohl　eine㎞stliche　oder　gar　lx）1itische　Dimension　hatte．㎞

FaUe　der　auf　solche　Weise　erlangten　Bedeutung　besteht　auch　die　MOglichkeit，

daB　das　entPrechende　V＞brt　a丑s　selbst　von　synonymen　Aus（㎞cken　verschieden

markiert　ist，　z．B．　als　ein　Wbrt　der　Literatur　oder　insofem　es　Uber　eine　neue

Nuan㏄verfligt　oder　auf　irgendeine　andere　Weise．　Dieser　sehr　flexible

Cha］rakter　neuer　Kango，（lie　noch　von　der　japanischen　Kultur　abgekopPelt　waren，

mag　ihren　Grad　an　Polysemie　beeinflussen　sowie　die　W囲dieser　W6r胎r　im

（｝ebrauch

Die　ve貞）leibenden　8　Verhaltnisse　entspr㏄hen　mehr　oder　weniger　den
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Zusammenfassung

Funktionstypen　der　synergetischen　Llnguまs廿】鳳und　es　scheint　so　zu　se亀daβ

das　Ver圃血is，　das　d｛ese　Theorie　liefert，　als　generelle．　Tendenz　japanischer亀

“wissenschaRsfachsprachlicher　Kango”der　Meij　i－Zeit　etabliert　ist．

Kapitel　7　Die　Auswahl“Wissenschaftsfachsprachiicher　Kango”in　Listen　von

　　　　　　　　　Grundvokabular

7．1．Zusammen魚ssung　der　Forschumg

7，2．“Wissenscha食s魚chsplachliche　Kango”in　Sakamotos“Educa寂on　Basic

　　　VOcabUlay”f込r　japanische　Kinder

7．3．“WlssenschaRs魚chsplachliche　Kango”in“Japanese　Education　Basic

　　　Vbcabulaly”f繭r　auslandische　Erwachsene，　zusammengestellt　vom　Nation烈

　　　Language　Research　IIlstitute．

7．4．Der　Grad　an　Grundlegendheit‘‘Wissenschaftsfachsprachlicher　Kango”im

　　　heutigen　Vbkabular．

Kap｛tel　7　Die　Auswahl　Wissenschaftsfachsprachlicher　Kango”in　Listen　von

　　　　　　　　　GrundvokabUlar

Ich　untersuchte　die　Ebene　der　Wichtiglceit，　die　Zahl　an　Stdchen　und　die

Frequenz　des　Gebrauchs　　WissenschaftSfachsprachlicher　Kango”，　die　in　Sakamotos

“Educa加n　Basic　Vocabulary”餅japanlsche　Kinder㎜d　in“Jaμmese　Mucation

Basic　Vbcabula琢”f繭r　aus1註ndische　Erwachsene，　zusammengestellt　vom　Na辰onal

Language　Research　InstitUte，　gebraucht　werden　Ih　beiden（imndwortschatZen　gab

es　1）ein　posi盤ves　Ver圃面s　von“Ebene　der　Wich廿gkelt（Y）gegen　Zぬan

Strichen（X）”，2）ein　nega纏ves　von‘‘Frequenz　des　Gebrauchs（Y）gegen　Zahl　an

S㎞chenσ0㎜d　3）Wiederum　ein　negatives融hen“Fr購nz　des　Gebrauchs
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Zusammenfassung

（Y）und　Ebene　der　Wich廿gkelt（X）”．　T－Tests　zeigten，ωzwei　dieser　sechs

Ve由altnisse　nicht　signifH（ant　waren：im　Fall　von　Sakamotos　EBV　das　Verhaltnis

von‘‘Frequenz　des　Geblauchs（Y）gegen　Zahl　an　Strichenσ（）　und　f宙d重e

EBV　des　NLRI　das　von“Ebene　der　Wichtigkeit（Y）gegen　Zahl　an　Snichen

（X）”．Eine舳alyse皿Besh㎜㎜g　des　Unte輔edes　des曲des硫b路uchs

‘‘vissenschaftsfachSprachl重cher　Kango”in　den　beiden　Arten　von　Vbkabellisten

ergab　dar嚢ber　hinaus　eine　statistische　Korrelatlon　zwischen　den　beiden；

statistisch　besteht　also　kein　Unterschie己

Kapitel　8　SchluBfolgerungen

8．1．Zusammenfassung　der　Analyse－Ergebnisse

　8．1．a．　Vergleich　verschiedener　Auflagen　von　“TetSugaku　Jii”

　8．1．b．　Fremdsprachenw6rterbUcher

　8．1．c．　Einfacher　Vergleich　mit　W6rtem　in　Vokabellisten

　8．1．d．　Komplexer　Vergleich　mit　W6rtem　in　Vokabellisten

　8．1．e．　Ergebnisse　einer　Analyse　im　Rahmen　der　Theorie　synergetischer

　　　　　　Lingusitik

8．．2．GrundwortschatZ　und“WissenschaftsfachSprachliche　Kango”

Kapite18　　SchluBfolgerungen

Meiner　bisherigen　Forschung　nach　Iiegt　die　Ubergangsphase，　in　der　sich　der

EinfluB　der丘Ohen　Me麺i－Zeit　abschwachte　und　das　Muster　derぬeu厩gen

VokabUlars　Gesta貰t　annahm，　zWisehen　etwa　l　900　und　1920，　bzw．　des　夏etzten

Ja㎞e㎞ts　der　Meij　i－und　dem　ersten　der　Taish6．Zeit．
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Zusarnmenfassung

Es　ka皿davon　ausge琢mgen　werden，　daB　sprachexteme　Faktoren，　wie　etwa　der

soziale　Mntergrunq　eine　wichtige　Rolle　in（五esem　Wai　ndel　des　V（）kabulars

spie藍ten．　In　f舳eren　Forschungen　wulrde　‘‘die　VerbIreitung　und　Veπbesserung　des

FremdsprachenunterrichtS”als　eine　Ursache　genannちund　die　Schwach㎜g　des

traditionellen　Studiums　der　klassischen　chinesischen　Literatur，　wie　etwa　die

㎞tzige　Debatte　von　1900　bis　1903　darUber　zeigt’ob　man　das　klassische

Chineslsch　an　Mittelschulen　behalten　oder　abschafffen　sol1，　muB　ebenfalls　ein

wichtiger　Faktor　gewesen　sein．　Die　Debatte，　die　zwischen　dem　Chinesisch。

Japanjschen　Krieg　von　l　894／95　und　dem　Japanisch－Russischen　Krieg　von　1904／

1905　stattfand．　kann　als　Wendepimkt　der　Bildungsspolitik　angesehen　werden　mit

einem　RUckgang　der　Bedeutung，　die　man　dem　klassischen　Chinesisch　in　der

Bildung　beimaB，　und　einem　Anstieg　der　den　europaischen　Sprachen

zugespr㏄henen　Wich豆gkeit　Es　mag　sein，（鰯（liese　Situation　zusammen　mit

dem　Sieg　im　Russisch－Japanischen　Krieg　dazu　beitrug，（tie　6ffentliche　Meinung

in　Richtmg　auf　d孟e‘‘gedankenlose　Anpreisung　der　Begeisterung　f㎞r　a蓋les

Europaische”（“KokUgo　Goi－ron”（Studie　Uber　den　japanischen　Wbrtschatz）zu

bewegen．

Diese　Studie　prase而erte　einen　Ubefblick　Uber　den　Wiandel　im　Wbrtschatz

‘‘翌奄唐唐?獅唐モ?≠?狽唐?≠モ?唐垂窒≠モ?撃奄モ??秩@Kango”Uber　einen　Zeit膿㎜von　etwa　150　Jahre4

und　zvvar　hauptsachlich　mittels　der　Techniken　quantitativer　Analyse．㎞

mbhsten　Stadium　meiner　Forschungen　hoffe　ich　ich　den　Ho1セont　meiner

Untersuchung　z㎜Bedeutungswandel　von‘‘WissenschaftsfachSprachiichen　Kango”

im　Ve㎎leich　mit　Le㎞w6rtem　zu　velbreitem，㎜d　zwar　durch　die　quantitative

Anaiyse　des　Wiandels　im　japanischen　Wbr給chatz　von　der　Me巧i－Zeit　bis　in　unsere

肱ge．　Zugleich　m6chte　ich　untersuchen，　welche　quantitativen　Techniken　zur

Analyse　dieses　Wbrtschatzwandels　im　Japanischen　tauglich　sind．
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Zusammenfassung

Anmerkung

Diese　StUdie　umfal｝t　einige　der　Ergebnisse　von　Forschumgen，　die　mit　einem

Research　Fellowship　fiir　junge　Wissenschaftler　der　Japan　S㏄ie｛y　for　the

Promotion　of　Science（JSPS）und　einem　ZuschuB　des　Japanischen

BildungSministeriums　f　r　JSPS　Fellows　von　1995　bis　1997　durchge岱㎞wurden．

Da㎡㎎mgen

Ich　bedanke　mich　sehr　herzllch　bei　Frau　Reiko　Tsuchiya　von　der　Universitat

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－コ

Osaka　f血die　Uberユassung　ihrer　Daten廿ber　populare　Zeitしmgen，　die血Kapite1

5　dieser　Stu（紅e　verwendet　wurden．

Zu　Dank　bin　ich　Frau　F円’iko　Sakakibara　verpfiichtet，　die　mir　e血e　angene㎞e

und　mich　unterstαtzende　Umgebung　schuf，　in　der　ich（五ese　Arbeit　schreiben

komte．

Ich　m6chte　mich　auch　bei　Professor　Gabriel　Altmam　von　der　Universitat

Bochumしmd　bei　Professor　Reinhard　K6hler　von　der　U㎡versi懐t石er翫ihre

unschat乙bare　F｛血rumg　und　Be廿euumg　bedanken，　die　ich　als】［nhaberin　eines

Kurzzeitstlpen（五ums　des　Deutschen　Akademischen　Austauschdienst（DAAD）am

㎞d加t伽Lin帥sdk　der　U㎡versi機t　B㏄hum㎜ξm　der　Abteilmg飾

quantitative　Linguistik　der　Universltat　Trier　erfahren　habe．　Auch　nach　meinem

AUfenthalt　als　Stipen（liat　haben　mir　beide　oRmals　Hilfe　zuteil　werden　lassen

und　meine　Fragen　per　Brlef　oder　aUf　internationalen　Konferenzen　beantwortet．

Ihr　Vbrschlag，　die　vorliegende　Studie　in　der　von　i㎞en　herausgegeben　Re証；e

“Quantitative　LingUistik”des　WvT　Wissenschaftlichen　VerlagS　Trier　zu

publ面eren　hat　mich　dariiber　hinaus　sehr　ermUtigt．

SchlieBlich　wimch　meine　Dankesschuld　dem　verstofbenen　Professor　Mmemasa

TokUgawa　der　Gakushain　Universitat　bekunden，　der　mir　wertvolle｝Hinweise　fUr
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Zusammenfassung

die　Struk加r　der　Afbeit　als　Ganzer　gab．　Traurigerweise　start）Pro」fessor

TokUgawa　pl6Ulich　und　unerwartet　im紬r　1999，0㎞e　die　fertige　Afbeit　zu

Gesicht　bekommen　zu　haben．
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